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〇 本資料では、基準津波の策定の論点に関する評価方針を示す。また、地震による津波（プレート間地震の津波、海洋
プレート内地震の津波、海域の活断層による地殻内地震の津波）について概要を説明する。

〇 なお、プレート間地震の津波評価については、第1109回審査会合（2023年1月27日）において、「水位上昇側・水
位下降側ともに敷地への影響が大きい評価結果は拾えているだろうと考えている。」とご確認いただいた一方で、プレート間
地震の津波評価全体としての方針、論理構成を再点検するようコメントをいただき、現在取りまとめ中のため、
プレート間地震の津波評価の全体概要は前回審査会合資料を再掲している。

本資料の説明内容
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本資料の説明内容

■本資料の主な説明内容は以下に示すとおり。

基準津波の策定

津波に対する安全性評価（砂移動評価）

津波発生要因の組合せ

地震による津波 地震以外の要因による津波

海洋プレート内地震
の津波評価

地すべりの
津波評価

火山現象の
津波評価

プレート間地震
の津波評価

超過確率の参照

歴史記録及び津波堆積物に関する調査

海域の活断層による地殻内
地震の津波評価

本資料の説明内容

前回までの説明内容
（コメント対応中含む）

津波評価手法
及び計算条件

評価方針、概要を説明

評価方針を説明

・ それぞれの津波発生要因の津波評価等には、津波の大きさの程度を示すため、敷地前面の津波高（現時点の評価結果）等を記載している。なお、津波発生要因の組合せの津波高は、検討中のため記載していない。
・ 前回までフロー上に記載していた「行政機関による津波評価の確認」、「行政機関による津波評価」については、
これまでのプレート間地震の津波評価のコメント回答に伴って、それぞれ「プレート間地震の津波評価」、「基準津波の策定」の中で説明することとしたため、フロー上からは削除した。

(遠州灘沿岸域において概ね5～10m)

(T.P.+6.3m
:s26地点の海底地すべり)

(T.P.+6.1m
:御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震)

(T.P.+5.0m
:御前崎海脚西部の断層帯の地震)

(T.P.+22.7m
:南海トラフのプレート間地震)

(T.P.+2.9m
:御蔵島の山体崩壊)
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1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
基準津波の策定の評価方針
（全体方針(1/2)）

全体方針
■基準津波は、歴史記録及び津波堆積物に関する調査を行ったうえで、敷地に影響を及ぼす可能性のある津波発生要因として、地震による津波（プレート間地震、海
洋プレート内地震、海域の活断層による地殻内地震の津波）及び地震以外の要因による津波（地すべり（斜面崩壊含む）、火山現象の津波）について、最新の
科学的・技術的知見に基づき不確かさを考慮した津波評価を行うとともに、津波発生要因の組合せも考慮して、水位上昇側および水位下降側のそれぞれについて、敷
地に及ぼす影響が最も大きい津波を基準津波として策定する。

基準津波の策定

津波発生要因の組合せ

地震による津波 地震以外の要因による津波

海洋プレート内地震
の津波評価

地すべりの
津波評価

火山現象の
津波評価

プレート間地震
の津波評価

歴史記録及び津波堆積物に関する調査

海域の活断層による
地殻内地震の津波評価
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1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
基準津波の策定の評価方針
（全体方針(2/2)）

破線下線：今回評価方針を変更した部分

津波影響が支配的と考えられる
津波発生要因

その他の津波発生要因

海洋プレート内地震

火山現象

プレート間地震

■基準津波の策定に当たっては、地震規模が大きく浜岡敷地への津波影響が支配的と考えられるプレート間地震を中心とし、プレート間地震およびそれと組合せるその他の
津波発生要因について網羅的な検討を実施する。

■ここで、その他の津波発生要因のうち、地すべりおよび海域の活断層による地殻内地震について、地すべりはプレート間地震の地震動により発生し津波が重なる可能性が
あること、海域の活断層はプレート境界の上盤に位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し津波が重なる可能性を否定できないことを慎重に考慮し、それぞれプレート間地
震との組合せを検討する。

■一方、海洋プレート内地震および火山現象について、海洋プレート内地震は、海域の活断層とは異なり、プレート境界の下盤にその断層が位置しプレート間地震の破壊が
伝播することは考えにくく、プレート間地震の津波と海洋プレート内地震の津波とが同時発生したことが確認された事例もないこと、火山現象は、プレート間地震から離れた地
域にその波源が位置しており、またプレート間地震の津波と火山現象の津波とが同時発生することは考えにくく、それが確認された事例もないことから、いずれもプレート間地
震との組合せは検討せず、敷地への津波影響がプレート間地震の津波と比べて小さいことを確認する。

プレート間地震との
組合せを検討

敷地への津波影響が支配的と
考えられるプレート間地震を中心
として検討

プレート間地震との組合せを検討する要因

プレート間地震との組合せを検討しない要因

：網羅的な検討を実施する項目
（赤線は今回評価方針を変更した部分） ➡敷地への津波影響がプレート間地震と比べて小さいことを確認

海域の活断層による地殻内地震

海洋プレート内地震

地すべり

火山現象

下盤

上盤

地すべり

海域の活断層による地殻内地震

津波発生要因とプレート境界周辺のイメージ図

プレート間
地震
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1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
基準津波の策定の評価方針
（各津波発生要因の津波の評価方針）

津波発生要因の組合せ（評価方針）
■津波発生要因に係るサイトの地学的背景、津波発生要因の関連性を踏まえ、敷地への津波影響が支配的と考えられるプレート間地震とその他の津波発生要因との組
合せを検討することとし、その他の津波発生要因のうち、地すべりはプレート間地震の地震動により発生し津波が重なる可能性があることから、プレート間地震と地すべりの
組合せを検討する。また、海域の活断層による地殻内地震は、海域の活断層がプレート境界の上盤に位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し発生する津波が重なる
可能性を否定できないことを慎重に考慮して、プレート間地震と海域の活断層による地殻内地震の組合せを検討する。

■プレート間地震と地すべり、海域の活断層による地殻内地震の組合せは、それぞれ単独の津波評価の結果から、敷地への影響が大きい津波波源を津波の時刻歴波
形等に基づいて選定し、津波波源における地震動の継続時間を考慮して津波を組合せる時間差の網羅的な検討を行う。

地震以外の要因による津波（評価方針）
■敷地に影響を及ぼす可能性のある地震以外の要因による津波として、地すべり（斜面崩壊含む）、火山現象の津波評価を行う。
■地すべりの津波は、プレート間地震による地震動により発生し津波が重なる可能性があることから、敷地への影響の観点から網羅的な検討を行うこととし、最新の科学
的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性のある敷地周辺の地すべり地形を抽出したうえで、地すべり体の体積及び敷地からの距離等に基づき敷地に影響
が大きいものを検討対象とする地すべりとして複数選定し、地すべり前の地形を復元して波源モデルを設定し複数の地すべり評価手法で津波評価を行う。

■火山現象の津波は、プレート間地震から離れた地域にその波源が位置しており、またプレート間地震の津波と火山現象の津波とが同時発生することは考えにくいことから、
敷地への津波影響がプレート間地震の津波と比べて小さいことを確認することとし、敷地の地理的領域の火山及び敷地南方の伊豆小笠原弧の火山について、最新の科
学的・技術的知見に基づき津波を発生させる火山現象の有無とその規模を調査・評価して、それぞれの火山現象に応じた津波予測式による津波評価を行うとともに、
敷地への影響が相対的に大きい火山現象については、波源モデルを設定して数値シミュレーションによる津波評価を行う。

地震による津波（評価方針）
■敷地に影響を及ぼす可能性のある地震による津波として、プレート間地震、海洋プレート内地震、海域の活断層による地殻内地震の津波評価を行う。
■プレート間地震の津波は、地震規模が大きく敷地への影響が支配的と考えられることから、敷地への影響の観点から特に網羅的な検討を行うこととし、敷地に近い南海
トラフのMw9クラスのプレート間地震を検討対象とする地震として選定し、南海トラフおよび国内外の巨大地震の最新知見に基づき、南海トラフの特徴と東北沖地震の
知見とを反映した検討波源モデルを複数設定したうえで、津波評価に影響を与える主要な因子を考慮してパラメータスタディを網羅的に実施する。プレート間地震の津波
の評価に当たっては、付加体が発達し分岐断層が確認されている南海トラフの特徴を踏まえて、プレート間地震に伴う分岐断層への破壊伝播を考慮する。

■海域の活断層による地殻内地震の津波は、海域の活断層がプレート境界の上盤に位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し発生する津波が重なる可能性を否定で
きないことを慎重に考慮して、敷地への影響の観点から網羅的な検討を行うこととし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性のある海域の活
断層による地殻内地震を想定したうえで、阿部(1989)の予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、津波評価に影響を与
える主要な因子を考慮してパラメータスタディを網羅的に実施する。

■海洋プレート内地震の津波は、海域の活断層とは異なり、プレート境界の下盤にその断層が位置しプレート間地震の破壊が伝播することは考えにくいことから、敷地への
影響がプレート間地震の津波と比べて小さいことを確認することとし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性のある海洋プレート内地震を想定
したうえで、阿部(1989)の予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、波源モデルを設定して数値シミュレーションによる津波
評価を行う。

取りまとめ中

本章にて論点と方針を説明

今後コメント回答

本章にて論点と方針を説明

破線下線：今回評価方針を変更した部分
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1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
基準津波の策定の評価方針の変更

第1089回審査会合の評価方針 今回審査会合の評価方針

津波発生要因の組合せ
・敷地への影響が支配的であるプレート間地震との組合せを検討することとし、
津波発生要因に係るサイトの地学的背景、津波発生要因の関連性を踏ま
えて、プレート間地震と地すべりの組合せ、プレート間地震と海域の活断層
による地殻内地震の組合せを検討する。

地すべり
プレート間地震

海域の活断層による地殻内地震

津波発生要因の組合せ
・敷地への影響が支配的であるプレート間地震との組合せを検討することとし、
津波発生要因に係るサイトの地学的背景、津波発生要因の関連性を踏ま
えて、プレート間地震と地すべりの組合せを検討する。

地すべり
プレート間地震

■基準津波の策定の論点に関する評価方針について、第1089回審査会合（2022年11月1日）からの変更は、以下のとおり。
■海域の活断層による地殻内地震は、プレート境界の上盤にその断層が位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し発生する津波が重なる可能性を否定できないことを慎
重に考慮し、津波発生要因の組合せにおいてプレート間地震と海域の活断層による地殻内地震の組合せを検討することとした。また、この評価方針の変更に伴い、海域
の活断層による地殻内地震の津波評価についても敷地への影響の観点から網羅的に検討を実施することとした。

津波発生要因の組合せ
に関する変更点

・津波発生要因の組合せの検討
対象として、プレート間地震と海
域の活断層による地殻内地震の
組合せを追加

追加実施

各津波発生要因の津波評価
・津波発生要因の組合せケースが基準津波となることを考慮し、
プレート間地震の津波、地すべりの津波、海域の活断層による地殻内地震
の津波について網羅的な検討を実施する。

海洋プレート内地震

地すべり

火山現象

プレート間地震
海域の活断層による地殻内地震

各津波発生要因の津波評価
・津波発生要因の組合せケースが基準津波となることを考慮し、
プレート間地震の津波、地すべりの津波について特に網羅的な検討を実施
する。

海洋プレート内地震

地すべり

火山現象

プレート間地震
海域の活断層による地殻内地震

各津波発生要因の津波評価
に関する変更点

・下記の津波発生要因の組合せ
に関する変更に伴い、海域の活
断層による地殻内地震の津波に
ついて網羅的な検討を実施 網羅的な検討を実施

・評価方針の詳細は次頁以降で説明

：網羅的な検討を実施する項目 ：網羅的な検討を実施する項目
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1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
地震による津波の論点と評価方針
（海域の活断層による地殻内地震の津波）

項目 論点 方針 備考
評価方針 津波評価の方針 ・海域の活断層による地殻内地震について、プレート間地震との組合せの検討対象（詳細は次々頁参

照）であることを踏まえ、敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とし、波源モデルを設定して津波
評価に影響を与える主要な因子の網羅的なパラメータスタディを実施。

先行審査と
共通の論点

プレート間地震に伴う
分岐断層、地殻内地震と
して考慮する活断層の選
定方針

・海域の活断層について、これらが位置する南海トラフの特徴を踏まえ、分岐断層とされる知見があり顕著な
地形的高まりとの関連が認められるものをプレート間地震に伴う分岐断層とし、それ以外を地殻内地震とし
て考慮する活断層として選定し、津波評価を実施。
（地震動評価と同じ方針。なお、詳細は本日の本編資料参照。）

浜岡の特徴
に係る論点

検討対象の選定 検討対象の選定方針 ・活断層調査に基づき認定した地殻内地震として考慮する海域の活断層について、阿部(1989)の予測式
により津波高を評価し、敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定。
（➡「御前崎海脚西部の断層帯の地震」、「遠州断層系の地震」、「A-5・A-18断層の地震」を選定。）

先行審査と
共通の論点

地震規模の設定 ・地震規模は、土木学会(2016)の方法を用いて、断層長さに対し武村(1998)の関係式により地震モー
メントを算定し設定。

先行審査と
共通の論点

津波評価 波源モデルの設定方針 ・波源モデルは、土木学会(2016)の方法を用いて、活断層調査結果に基づいて設定。 先行審査と
共通の論点

パラメータスタディの
検討方針

・パラメータスタディは、土木学会(2016)に基づき、津波評価に影響を与える主要な因子として傾斜角、す
べり角、断層上端深さの不確かさを考慮し、これらの組合せのパラメータスタディを実施。
傾斜角：同一断層内およびその周辺の断層の場所ごとの傾斜角の違いを考慮して、

基準とする傾斜角±10°の範囲で設定。
すべり角：同一断層内の場所ごとの水平・上下方向の変位量の違い、および敷地周辺のプレートの沈み

込み方向の違いを考慮し、基準とするすべり角±10°の範囲で設定。
断層上端深さ：土木学会(2016)に基づき、深さ0~5kmの範囲で設定。

先行審査と
共通の論点



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 11

1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
地震による津波の論点と評価方針
（海洋プレート内地震の津波）

項目 論点 方針 備考
評価方針 津波評価の方針 ・海洋プレート内地震について、プレート間地震との組合せの検討対象外（詳細は次頁参照）であることを

踏まえ、敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とし、波源モデルを設定して津波評価を実施し、
敷地への影響がMw9クラスのプレート間地震の津波と比べて小さいことを確認する。

先行審査と
共通の論点

検討対象の選定 検討対象の選定方針 ・文献調査に基づき想定した海洋プレート内地震について、阿部(1989)の予測式により津波高を評価し、
敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定。
（➡「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」を選定。）

先行審査と
共通の論点

地震規模の設定 ・「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」の地震規模は、南海トラフ沿いのフィリピン海プレートで発
生した最大規模の過去地震に基づき、保守的にMw7.5で設定。
・その際、当該プレートと特徴が類似した海洋プレートで発生した地震の規模、海洋プレートの地域性を考慮した
地震規模についても検討。
（地震動評価と同じ方針。）

先行審査と
共通の論点

津波評価 波源モデルの設定方針 ・波源モデルは、南海トラフで発生した過去地震の知見に基づき設定。
・波源位置は、予め特定することは困難と考え、敷地前面の海溝軸沿いで敷地に近い複数箇所に設定。
（平面位置を波源の大きさの1/2程度を目安に移動させるとともに、共役断層の傾斜も考慮。）

先行審査と
共通の論点

パラメータスタディの
検討方針

・津波評価の結果、海洋プレート内地震の津波による影響は、Mw9クラスのプレート間地震の津波による
影響と比較して明らかに小さいことを確認したことから、波源の断層パラメータに関するパラメータスタ
ディまでは実施しないこととする。

先行審査と
共通の論点
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1 基準津波の策定の論点に関する評価方針

津波発生要因の組合せの論点と評価方針
項目 論点 方針 備考

評価方針 津波評価の方針 ・浜岡敷地への津波影響はプレート間地震が支配的と考えられることから、津波発生要因に係るサイトの地学的背景、
津波発生要因の関連性を踏まえ、プレート間地震とその他の津波発生要因との組合せを検討する。

先行審査と
共通の論点

検討対象の選定 検討する
津波発生要因
の組合せ

・地すべりおよび海域の活断層による地殻内地震について、地すべりはプレート間地震の地震動により発生し津波が
重なる可能性があること、海域の活断層はプレート境界の上盤に位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し津波が
重なる可能性を否定できないことを慎重に考慮し、それぞれプレート間地震との組合せを検討する。
・ 一方、海洋プレート内地震および火山現象について、海洋プレート内地震は、海域の活断層とは異なり、プレート境
界の下盤にその断層が位置しプレート間地震の破壊が伝播することは考えにくく、プレート間地震の津波と海洋プレー
ト内地震の津波とが同時発生したことが確認された事例もないこと、火山現象は、プレート間地震から離れた地域に
その波源が位置しており、またプレート間地震の津波と火山現象の津波とが同時発生することは考えにくく、それが確
認された事例もないことから、いずれもプレート間地震との組合せは検討せず、敷地への津波影響がプレート間地震
の津波と比べて小さいことを確認する。

浜岡の特徴
に係る論点

検討対象とする
波源モデルの選定

・浜岡敷地への影響が非常に支配的なプレート間地震の津波は、影響が特に大きい時間は特定の時間帯に限られ、
その他の時間帯の水位変動は相対的に小さいとの特徴を有している。また、敷地前面海域には港湾や防波堤がなく
比較的一様な海岸線が広がっており、地形的要因によってプレート間地震とその他の津波発生要因の組合せの津
波伝播状況が大きく変化しないと考えられる。
・そこで、まずプレート間地震について、敷地への津波影響が最も大きいケースを検討対象として選定し、次にその
他の津波発生要因について、敷地への津波影響が最も大きいケースを、プレート間地震の津波影響が特に大き
い時間帯における影響も大きいことを確認したうえで検討対象として選定して、それらを組合せた津波評価を行う。
・また、組合せた津波評価の結果、一体計算（同一波動場での津波計算）によってプレート間の津波影響よりも大
きくなっていることを確認する。津波評価の結果、一体計算の影響等によってプレート間の津波影響よりも大きくなら
なかった場合には、検討対象としたもの以外のものも検討する。

浜岡の特徴
に係る論点

組合せの検討 津波を組合せる
時間差の評価地点

・基準津波の策定における評価地点（敷地前面、1～5号炉取水槽、3,4号炉取水塔）を対象とする。 先行審査と
共通の論点

津波を組合せる
時間差の検討方法

・海底地すべり、海域の活断層の地震は、プレート間地震を起因として、海底地すべり等の地点にプレート間地震の
地震動が到達する時間（Ts）から当該地点での地震動の継続時間（Td）の時間範囲（Ts～Ts＋Td）で
発生するものとし、この時間範囲において組合せる時間差の網羅的なパラメータスタディを、数分以上である津波
の周期より短い間隔（30s間隔）～十分短い間隔（3s間隔）まで段階的に、一体計算により実施する。
・パラメータスタディ結果およびその傾向分析により、パラメータスタディが網羅的に行われていること、津波発生要因の
組合せの結果として敷地に最も影響の大きい津波が選定できていることを確認する。

先行審査と
共通の論点
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1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
津波発生要因の組合せの論点に関する評価方針
（検討対象とする波源モデルの選定方針）

【地すべりの津波評価】
敷地前面最大ケース：
s26地点の海底地すべり
(敷地前面最大：T.P.+6.3m)

【海域の活断層による
地殻内地震の津波評価】
敷地前面最大ケース：
御前崎海脚西部の断層帯の地震
（敷地前面最大：T.P.+5.0m）

津波発生要因 敷地前面(海岸線：5号放水口地点*)

【プレート間地震の津波評価】
敷地前面最大ケース：
基準断層モデル1-1
(敷地前面最大：T.P.+22.7m)

敷地前面
（海岸線：5号放水口地点）

敷地前面海域の水深
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各津波発生要因の津波の時刻歴波形
（水位上昇側における敷地前面の検討例）

■浜岡敷地への影響が非常に支配的なプレート間地震の津波は、影響が特に大きい時間は特定の時間帯に限られ、その他の時間帯の水位変動は相対的に小さいとの
特徴を有している。また、敷地前面海域には港湾や防波堤がなく比較的一様な海岸線が広がっており、地形的要因によってプレート間地震とその他の津波発生要因の
組合せの津波伝播状況が大きく変化しないと考えられる。

■そこで、まずプレート間地震について、敷地への津波影響が最も大きいケースを検討対象として選定し、次にその他の津波発生要因について、敷地への津波影響が最も
大きいケースを、プレート間地震の津波影響が特に大きい時間帯における影響も大きいことを確認したうえで検討対象として選定して、それらを組合せた津波評価を行う。

■また、組合せた津波評価の結果、一体計算（同一波動場での津波計算）によってプレート間の津波影響よりも大きくなっていることを確認する。なお、津波評価の結果、
一体計算の影響等によってプレート間の津波影響よりも大きくならなかった場合には、検討対象としたもの以外のものも検討する。

①プレート間地震について、敷地への津波影響が最も大きいケースを選定。
プレート間地震の津波影響が特に大きい時間帯を確認。

:基準断層モデル1-1の津波影響が特に大きい時間帯（7分程度）
（参考 地震動到達時間Ts:1分未満、地震動継続時間Td:2.5分(150s)）

標高(T.P.m)

②その他の津波発生要因について、敷地への津波影響が最も大きいケースを、
プレート間地震の津波影響が特に大きい時間帯における影響も大きいことを
確認したうえで選定。

時間

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

*検討に用いる敷地前面の津波水位の時刻歴波形について
敷地前面の最大上昇水位が発生している防波壁地点のものでは津波が到達していない時間帯の水位変化を確認できないため、
敷地前面の海岸線地点のものを用いて検討することとし、敷地中央付近の5号放水口地点で代表して分析した。

（水位下降側も同様に検討）
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1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
津波発生要因の組合せの論点に関する評価方針
（津波を組合せる時間差の検討方法）

■海底地すべり、海域の活断層の地震は、プレート間地震を起因として、海底地すべり等の地点にプレート間地震の地震動が到達する時間（Ts）から当該地点での地
震動の継続時間（Td）の時間範囲（Ts～Ts＋Td）で発生するものとし、この時間範囲において組合せる時間差の網羅的なパラメータスタディを、数分以上である津
波の周期より短い間隔（30s間隔）～十分短い間隔（3s間隔）まで段階的に、一体計算（同一波動場での津波計算）により実施する。

■パラメータスタディ結果およびその傾向分析により、パラメータスタディが網羅的に行われていること、津波発生要因の組合せの結果として敷地に最も影響の大きい津波が
選定できていることを確認する。

・組合せる時間差の検討（30s間隔）

御前崎海脚西部の断層帯の地震との組合せ結果（イメージ）

地震動到達時間
(Ts')

プレート間地震発生時刻との時間差（s）

時間差を検討する時間範囲
（Ts'～Ts'＋Td）

プレート間地震発生時刻との時間差（s）

・組合せる時間差の検討（3s間隔）

0 30 60 90 120 150 180 210

0 30 60 90 120 150 180 210

詳細に3s間隔で
一体計算を実施

3s間隔の検討での
最大ケース

検討範囲を網羅するように
30s間隔で一体計算を実施
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検討範囲を網羅するように
30s間隔で一体計算を実施

s26地点の海底地すべりとの組合せ結果（イメージ）

s26地点の海底地すべりとの組合せ結果（イメージ）

左記よりも影響が小さいことを確認

・それぞれの津波発生要因の組合せについて、
検討する時間範囲（Ts～Ts＋Td）を
網羅するように30s間隔で一体計算を実施
➡最大となる津波発生要因の組合せの
ケースを確認

・上記の検討で最大となった組合せのケースに
対して、その前後の組合せ時間差で詳細に
3s間隔で一体計算を実施

津波を組合せる時間差の検討方法
（水位上昇側における敷地前面の検討例） （水位下降側も同様に検討）
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・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

【水位上昇側】

モデル名 最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間) 備考検討波源モデル 基準断層モデル 3号取水塔 4号取水塔

検討波源モデルＡ
（断層破壊がプレート境界
面浅部に伝播するモデル）

基準断層モデル2-1 海底面(13.2min) 海底面(13.2min) 【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域2箇所：東へ40km・距離130km
【詳細パラスタ】 ライズタイム120s、破壊伝播速度0.7km/s、破壊開始点P6

基準断層モデル2-2 海底面(13.3min) 海底面(13.3min) 【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域2箇所：東へ40km・距離140km
【詳細パラスタ】 ライズタイム120s、破壊伝播速度0.7km/s、破壊開始点P6

基準断層モデル2-3 海底面(13.6min) 海底面(13.5min) 【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域2箇所：東へ30km・距離120km
【詳細パラスタ】 ライズタイム90s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P1

検討波源モデルD
（超大すべり域の深さを広
域モデルと同じとしたモデル）

基準断層モデル4-1 海底面(12.5min) 海底面(12.4min) 【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域2箇所：基準位置・距離140km 
【詳細パラスタ】 ライズタイム90s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P1

【水位下降側】

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・水位低下時間：取水塔地点の水位が取水塔吞口下端レベル(T.P.-6m)を下回り取水塔から取水できない時間
・海底面：最大下降水位時に海底面(約T.P.-10m)がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

モデル名 最大上昇水位(T.P. m)
備考検討波源モデル 基準断層モデル 敷地

前面
1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

検討波源モデルＡ
（断層破壊がプレート境界
面浅部に伝播するモデル）

基準断層モデル1-1 22.7
(22.65) 4.6 7.3 8.1 10.1 【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ40km

【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

基準断層モデル1-2 22.7
(22.64) 4.6 7.3 8.1 10.0 【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ30km

【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

基準断層モデル1-3 22.7
(22.61) 4.6 7.3 8.1 10.1 【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ20km

【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

基準断層モデル1-4 22.6 4.6 7.3 8.1 10.0 【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ10km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

基準断層モデル1-5 22.6 4.6 7.3 8.1 10.1 【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：基準位置
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

検討波源モデルD
（超大すべり域の深さを広
域モデルと同じとしたモデル）

基準断層モデル3-1
19.4 6.4 8.9 9.5 11.6 【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ70km

【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.0km/s、破壊開始点P6

19.5 6.4 8.9 9.5 11.6 【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ70km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P6

基準断層モデル3-2 19.8 6.4 9.0 9.6 11.8
【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ60km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

基準断層モデル3-3
19.3 6.4 8.9 9.5 11.7 【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ50km

【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度0.7km/s、破壊開始点P6

19.0 6.4 8.9 9.5 11.7 【概略パラスタ】 東海地域の大すべり域1箇所：東へ50km
【詳細パラスタ】 ライズタイム60s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

: 基準断層モデルごとに影響が大きく着目した評価地点
太字：全評価結果の中で、敷地への影響が最も大きいケース

■プレート間地震の津波評価結果は、以下のとおり。

浜岡原子力発電所

基準断層モデル1-1
（大すべり域位置：東へ40km）

基準断層モデル3-2
（大すべり域位置：東へ60km）

基準断層モデル2-3
（東海地域の大すべり域2箇所：
東へ30km・距離120km）

1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
津波発生要因の組合せの論点に関する評価方針
（補足：プレート間地震の津波評価結果）

第1109回資料1-2
p.236一部修正
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■海域の活断層による地殻内地震の津波評価の結果は、以下のとおり。

主な海域の活断層の位置図

遠州断層系

南海トラフ

A-5・A-18断層

御前崎海脚西部
の断層帯

海域の活断層
（ 凡 例 ）

1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
津波発生要因の組合せの論点に関する評価方針
（補足：海域の活断層による地殻内地震の津波評価結果）

津波発生要因
最大上昇水位(T.P. m)

備考敷地
前面

1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

御前崎海脚西部の断層帯の地震
5.0 2.2(2.12) 2.9 3.0 2.7 傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)、

すべり角：100°、断層上端深さ：0km

4.3 2.2(2.19) 3.0 3.1 2.9
傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)、
すべり角：90°、断層上端深さ：2.5km

A-5・A-18断層の地震 4.6 1.8 2.1 2.2 2.3 傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)、
すべり角：80°、断層上端深さ：2km

遠州断層系の地震
2.8 1.2 1.5 1.5 1.6 傾斜角：80°、すべり角：170°、断層上端深さ：0km

2.1 1.6 2.1 2.1 2.0 傾斜角：100°、すべり角：170°、断層上端深さ：5km

津波発生要因 最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間) 備考3号取水塔 4号取水塔
御前崎海脚西部の断層帯の地震 -6.1(0.6min) -6.0(0.5min)

傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)、
すべり角：90°、断層上端深さ：0km

A-5・A-18断層の地震 -1.9(なし) -2.0(なし) 傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)、
すべり角：80°、断層上端深さ：2km

遠州断層系の地震 -2.0(なし) -2.0(なし) 傾斜角：100°、すべり角：170°、断層上端深さ：2.5km

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・水位低下時間：取水塔地点の水位が取水塔吞口下端レベル(T.P.-6m)を下回り取水塔から取水できない時間
（なし：水位低下時間が発生していないことを示す。）

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

太字：全評価結果の中で、敷地への影響が最も大きいケース

【水位上昇側】

【水位下降側】
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・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮 ・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・水位低下時間：取水塔地点の水位が取水塔吞口下端レベル(T.P.-6m)を下回り取水塔から取水できない時間
（なし：水位低下時間が発生していないことを示す。）

海底地すべりの位置

20km

浜岡原子力発電所

抽出した
海底地すべり

（ 凡 例 ）

s1

s2

s6
s8

s9

s3
s10

s5 s4

s7
s11 s12

s13
s15

s14

s16
s18

s20
s19

s17

s27,s28,s29 

s21,s22,s23,
s24,s25

s30

s26

遠州灘沖
(外縁隆起帯
トラフ側斜面)

遠州灘沖
(海盆内)

駿河湾

遠州灘沖
(大陸棚斜面)

津波発生要因 【水位上昇側】
最大上昇水位（T.P. m）

【水位下降側】
最大下降水位 (T.P. m)

(水位低下時間）
地すべり体
の体積※1

敷地からの
距離

敷地
前面

1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

3号
取水塔

4号
取水塔

遠州灘沖
(海盆内)

s2地点の
海底地すべり 9億m3 27km 3.1 1.4 1.8 1.8 2.0 -1.9

(なし)
-1.9
(なし)

s18地点の
海底地すべり 29億m3 87km 2.0 1.0 1.0 1.0 1.1 -1.3

(なし)
-1.3
(なし)

遠州灘沖
(外縁隆起帯
トラフ側斜面)

s4地点の
海底地すべり 3億m3 35km 1.3 1.1 1.4 1.4 1.4 -1.2

(なし)
-1.2
(なし)

s5地点の
海底地すべり 6億m3 35km 1.5 1.3 1.4 1.4 1.4 -1.4

(なし)
-1.4
(なし)

s12地点の
海底地すべり 17億m3 56km 1.5 1.1 1.2 1.2 1.2 -1.6

(なし)
-1.6
(なし)

s13地点の
海底地すべり 34億m3 64km 2.1 1.4 1.6 1.6 1.7 -1.5

(なし)
-1.5
(なし)

s17地点の
海底地すべり 47億m3 86km 3.2 1.3 1.6 1.6 1.6 -1.8

(なし)
-1.8
(なし)

遠州灘沖
(大陸棚斜面)

s22地点の
海底地すべり 12億m3 63km 1.9 1.1 1.4 1.4 1.3 -1.5

(なし)
-1.5
(なし)

s26地点の
海底地すべり 33億m3 68km 6.3 1.7 2.1 2.1 2.3 -3.4

(なし)
-3.1
(なし)

駿河湾

s1地点の
海底地すべり 1億m3 25km 1.3 1.0 1.2 1.2 1.1 -1.1

(なし)
-1.1
(なし)

s3地点の
海底地すべり 5億m3 31km 2.5 1.1 1.4 1.4 1.6 -1.4

(なし)
-1.4
(なし)

s10地点の
海底地すべり 6億m3 52km 1.8 1.0 1.1 1.1 1.0 -1.3

(なし)
-1.3
(なし)

■地すべりの津波評価のうち、敷地に近く影響の大きい海底地すべりの津波評価の結果は、以下のとおり。

※1 地すべり体の形状を復元した100mDEMから算出

1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
津波発生要因の組合せの論点に関する評価方針
（補足：地すべりの津波評価結果）

太字：全評価結果の中で、敷地への影響が最も大きいケース

第862回資料2-1
p.130一部修正
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基準断層モデル1-1

基準断層モデル1-2

基準断層モデル1-3

基準断層モデル1-4

基準断層モデル1-5

s26地点の海底地すべり

s2地点の海底地すべり

s13地点の海底地すべり

s17地点の海底地すべり

A-5・A-18断層の地震

敷地前面（海岸線：5号放水口地点）における水位の時刻歴波形

水
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4.6m
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1.7m

1.7m

2.5m

1.2m

敷地前面最大：22.65m

敷地前面最大：22.64m

敷地前面最大：22.61m

敷地前面最大：22.6m

敷地前面最大：22.6m

敷地前面最大：6.3m

敷地前面最大：3.1m

敷地前面最大：2.1m

敷地前面最大：3.2m

敷地前面最大：5.0m

敷地前面最大：4.6m

0 30 60 90 120 150 180(分)

0 30 60 90 120 150 180(分)

0 30 60 90 120 150 180(分)

0 30 60 90 120 150 180(分)

0 30 60 90 120 150 180(分)
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0 30 60 90 120 150 180(分)
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0 30 60 90 120 150 180(分)

0 30 60 90 120 150 180(分)

敷地前面最大：2.8m1.6m

水
位

(T
.P

.m
)

2.5m

1.9m

2.0m

3.5m

御前崎海脚西部の断層帯の地震

3.4m

2.3m
遠州断層系の地震

プレート間地震の津波 海底地すべりの津波 海域活断層による地殻内地震の津波

：基準断層モデル1-1の津波影響が特に大きい時間帯（7分程度）
・太字：プレート間地震の津波影響が特に大きい時間帯における最高水位
・下線：全時間帯における最高水位
・赤字：検討対象とするケース
（参考 地震動到達時間Ts:1分未満、地震動継続時間Td:2.5分(150s)）

1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
津波発生要因の組合せの論点に関する評価方針
（検討対象とする波源モデルの選定（水位上昇側：敷地前面））

*検討に用いる敷地前面の津波水位の時刻歴波形について
敷地前面の最大上昇水位が発生している防波壁地点のものでは津波が到達していない時間帯の水位変化を確認できないため、
敷地前面の海岸線地点のものを用いて検討することとし、敷地中央付近の5号放水口地点で代表して分析した。

■ プレート間地震による敷地前面の水位は、地震発生後20分頃の押し波で最大値が発生し、その他の時間帯の水位は相対的に小さい。敷地前面に及ぼす影響が大きい時間帯はいずれ
の基準断層モデルでもほぼ同じであり、基準断層モデルの違いが津波の組合せに与える影響は小さいと考えられることから、プレート間地震の津波評価の結果、最も敷地前面への影響の
大きい基準断層モデル1-1を、検討対象として選定する。

■海底地すべり、海域の活断層による地殻内地震について、それぞれの津波評価の結果、敷地前面への影響が最も大きい、s26地点の海底地すべり、御前崎海脚西部の断層帯の地震を、
プレート間地震の津波影響が大きい時間帯（図中オレンジの線の範囲）における影響も大きいことを確認したうえで、検討対象として選定する。

■ また、これらを組合せた津波評価の結果、一体計算（同一波動場での津波計算）によってプレート間の津波影響よりも大きくなっていることを確認する。なお、津波評価の結果、一体計
算の影響等によって、プレート間の津波影響よりも大きくならなかった場合には、検討対象としたもの以外も検討する。

時間

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮
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プレート間地震の津波

基準断層モデル3-1

基準断層モデル3-1

基準断層モデル3-2

基準断層モデル3-3

基準断層モデル3-3

4号取水槽地点における水位の時刻歴波形
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s26地点の海底地すべり

s2地点の海底地すべり

s13地点の海底地すべり

s17地点の海底地すべり
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海底地すべりの津波 海域活断層による地殻内地震の津波
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0 30 60 90 120 150 180(分)

0 30 60 90 120 150 180(分)

2.1m

1.8m

0 30 60 90 120 150 180(分)

0 30 60 90 120 150 180(分)

0 30 60 90 120 150 180(分)

0 30 60 90 120 150 180(分)

遠州断層系の地震
2.0m

3.1m

御前崎海脚西部の断層帯の地震

2.2m
A-5・A-18断層の地震

2.1m

水
位

(T
.P

.m
)

0 30 60 90 120 150 180(分)

0 30 60 90 120 150 180(分)

0 30 60 90 120 150 180(分)

1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
津波発生要因の組合せの論点に関する評価方針
（検討対象とする波源モデルの選定（水位上昇側：取水槽））

■プレート間地震による取水槽の水位は、地震発生後20分頃の押し波で最大値が発生し、その他の時間帯の水位は相対的に小さい。取水槽に及ぼす影響が大きい時間帯はいずれの基
準断層モデルでもほぼ同じであり、基準断層モデルの違いが津波の組合せに与える影響は小さいと考えられることから、プレート間地震の津波評価の結果、最も取水槽への影響の大きい基
準断層モデル3-2を、検討対象として選定する。

■海底地すべり、海域の活断層による地殻内地震について、それぞれの津波評価の結果、取水槽への影響が最も大きい、s26地点の海底地すべり、御前崎海脚西部の断層帯の地震を、
プレート間地震の津波影響が大きい時間帯（図中オレンジの線の範囲）における影響も大きいことを確認したうえで、検討対象として選定する。

■ また、これらを組合せた津波評価の結果、一体計算（同一波動場での津波計算）によってプレート間の津波影響よりも大きくなっていることを確認する。なお、津波評価の結果、一体計
算の影響等によって、プレート間の津波影響よりも大きくならなかった場合には、検討対象としたもの以外のものも検討する。

：基準断層モデル3-2の津波影響が特に大きい時間帯（15分程度）
・太字：プレート間地震の津波影響が特に大きい時間帯における最高水位
・下線：全時間帯における最高水位
・赤字：検討対象とするケース
（参考 地震動到達時間Ts:1分未満、地震動継続時間Td:2.5分(150s)）

時間

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮
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基準断層モデル2-3

4号取水塔地点における水位の時刻歴波形

水
位

(T
.P

.m
) s26地点の海底地すべり

s2地点の海底地すべり

s13地点の海底地すべり

s17地点の海底地すべり

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
) 御前崎海脚西部の断層帯の地震

A-5・A-18断層の地震

水
位

(T
.P

.m
)

基準断層モデル2-2

基準断層モデル2-1

基準断層モデル4-1

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

海底面
（水位低下時間13.3min）

海底面
（水位低下時間13.5min）

海底面
（水位低下時間13.2min）

海底面
（水位低下時間12.4min）

-3.1m

-1.9m

-1.5m

-1.8m

水
位

(T
.P

.m
) 遠州断層系の地震

-2.0m

0 30 60 90 120 150 180(分) 0 30 60 90 120 150 180(分)

0 30 60 90 120 150 180(分) 0 30 60 90 120 150 180(分) 0 30 60 90 120 150 180(分)

0 30 60 90 120 150 180(分) 0 30 60 90 120 150 180(分) 0 30 60 90 120 150 180(分)

0 30 60 90 120 150 180(分) 0 30 60 90 120 150 180(分)

1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
津波発生要因の組合せの論点に関する評価方針
（検討対象とする波源モデルの選定（水位下降側：取水塔））

-2.9m
（水位低下時間：なし）

-1.3m
（水位低下時間：なし）

-1.3m
（水位低下時間：なし）

-1.4m
（水位低下時間：なし）

-1.9m
（水位低下時間：なし）

-1.8m
（水位低下時間：なし）

プレート間地震の津波 海底地すべりの津波 海域活断層による地殻内地震の津波

：基準断層モデル2-3の津波影響が特に大きい時間帯（20分程度）
・太字：プレート間地震の津波影響が特に大きい時間帯における

最低水位と最大水位低下時間
・下線：全時間帯における最低水位と最大水位低下時間
（参考 地震動到達時間Ts:1分未満、地震動継続時間Td:2.5分(150s)）
・ ：取水塔吞口下端レベル（T.P.-6m(地震発生前)）

時間

■プレート間地震の津波による取水塔の水位低下時間（津波水位が取水塔吞口下端レベルを下回る時間）は、地震発生後60分頃の引き波で最大値が発生し、その他の時間帯の水位低
下時間は相対的に小さい。取水塔に及ぼす影響が大きい時間帯はいずれの基準断層モデルでもほぼ同じであり、基準断層モデルの違いが津波の組合せに与える影響は小さいと考えられるこ
とから、プレート間地震の津波評価の結果、最も取水槽への影響の大きい基準断層モデル2-3を、検討対象として選定する。

■海底地すべり、海域の活断層による地殻内地震について、それぞれの津波評価の結果、取水塔への影響が最も大きい、s26地点の海底地すべり、御前崎海脚西部の断層帯の地震を、プ
レート間地震の津波影響が大きい時間帯（図中オレンジの線の範囲）における影響も大きいことを確認したうえで、検討対象として選定する。

■ また、これらを組合せた津波評価の結果、一体計算（同一波動場での津波計算）によってプレート間の津波影響よりも大きくなっていることを確認する。なお、津波評価の結果、一体計算の
影響等によって、プレート間の津波影響よりも大きくならなかった場合には、検討対象としたもの以外のものも検討する。

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・水位低下時間：取水塔地点の水位が取水塔吞口下端レベル(T.P.-6m)を下回り
取水塔から取水できない時間（なし：水位低下時間が発生していないことを示す。）
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Satake et al.(2013)

1 基準津波の策定の論点に関する評価方針
津波発生要因の組合せの論点に関する評価方針
（補足：プレート間地震と海洋プレート内地震の組合せに関する考え方）

1944年昭和東南海地震 2011年東北沖地震の
津波再現モデルの例

Baba et al.
(2006)

南海トラフの既往地震の津波再現モデルの例

Tanioka and
Satake(2001)

1946年昭和南海地震

・上盤に位置する分岐断層へ破壊が
伝播した可能性が推定されている

・プレート境界面浅部へ破壊が
伝播したことが推定されている

・プレート境界面浅部へ破壊が伝播し、特に
大きなすべりが発生したことが推定されている

前弧海盆
外縁隆起帯

分岐断層

プレート境界の破壊

海洋プレート内地震

プレート間地震の境界面と、海域の活断層および海洋プレート内地震の断層との位置関係
（小出(2012)を基に作成）

プレート境界浅部海域の活断層による地殻内地震

×

■海洋プレート内地震は、プレート境界の上盤に位置する海域の活断層等とは異なり、その断層がプレート境界の下盤に位置することからプレート間地震の破壊が伝
播することは考えにくい。

■また、南海トラフや東北沖地震等、既往地震において、プレート間地震の津波と海洋プレート内地震の津波とが同時発生したことが確認された事例もない。
➡海洋プレート内地震について、プレート間地震との組合せは検討せず、敷地への津波影響がプレート間地震の津波と比べて小さいことを確認する。

下盤

上盤



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 22

分岐断層、地殻内地震として考慮する活断層の選定
■敷地周辺の海域の活断層について、文献調査、詳細な地形調査及び音波探査記録による検討を実施し、
分岐断層とされる知見があり顕著な地形的高まりとの関連が認められる海域の活断層は、プレート間地震に伴う分岐断層として選定する。
それ以外の分岐断層とされる知見がなく顕著な地形的高まりとの関連が認められない海域の活断層は、地殻内地震として考慮する活断層として選定する。

分岐断層に関する津波評価
■分岐断層として選定した海域の活断層は、「プレート間地震の津波評
価」において、プレート境界面の破壊が上盤に位置する分岐断層に伝播
することを考慮した津波評価を実施する。

地殻内地震として考慮する活断層に関する津波評価
■地殻内地震として考慮する活断層として選定した海域の活断層は、
「海域の活断層による地殻内地震の津波評価」において、津波評価を行う。

■また、これら分岐断層とされる知見がなく顕著な地形的高まりとの関連が認めら
れない海域の活断層は、プレート境界面の破壊が伝播する可能性は低いと考
えられるが、プレート境界の上盤にその断層が位置しプレート間地震の破壊に
伴い活動し発生する津波が重なる可能性を否定できないことを慎重に考慮し、
「津波発生要因の組合せ」においてプレート間地震と海域の活断層による地殻
内地震の組合せを考慮する。

1 基準津波の策定の論点に関する評価方針

津波評価における海域の活断層の評価方針

(「プレート間地震の津波評価」で説明 (第1109回審査会合資料1-1等)) (「地震による津波」および「津波発生要因の組合せ」で説明)

破線下線：評価方針を変更した部分

海域の活断層に関する評価方針
■南海トラフでは、大深度の反射法地震探査や掘削調査等の調査が詳細に行われ、外縁隆起帯のトラフ側斜面にプレート境界の浅部から分岐して海底面へ延びる
分岐断層の存在が確認されている。分岐断層は、地殻内地震として考慮する活断層とは異なり、プレート間地震の際にプレート境界面の破壊が伝播して破壊し、そ
の繰り返しにより外縁隆起帯等の顕著な地形的高まりが形成していると考えられる。

■このことから、分岐断層と地殻内地震として考慮する活断層とはそれぞれ異なる検討を実施する。

(【地震による津波についての補足】5章参照)
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1 基準津波の策定の論点に関する評価方針

活断層に関する地震動評価と津波評価

地震動評価 津波評価

組合せ検討実施
の有無

(検討方法)

〇 （実施）
(プレート間地震の破壊を分岐断層に伝播させた検討を
実施。)

〇（実施）
(プレート間地震の破壊を分岐断層に伝播させた検討を
実施。)

検討対象とする
分岐断層*

・Noda et al.(2002)の方法により、
敷地への地震動影響が相対的に大きい分岐断層を選定
【検討対象】
御前崎海脚東部の断層帯・牧之原南稜の断層

・阿部(1989)の予測式により、
敷地への津波影響が相対的に大きい分岐断層を選定
【検討対象】
御前崎海脚東部の断層帯・牧之原南稜の断層
東海断層系

分岐断層に関する評価

地殻内地震として考慮する活断層に関する評価
地震動評価 津波評価

組合せ検討実施
の有無

(検討方法)

〇（実施）
(プレート間地震と活断層とを連動発生させた検討を実施。
地震動評価では、プレート間地震の破壊を活断層に伝
播させた検討を実施して短周期の主要動同士が重なって
いることを確認。)

〇（実施）
(プレート間地震と活断層とを連動発生させた検討を実施。
津波評価では、津波が地震動よりも長周期であることから、
長周期の津波同士が重なるようにプレート間地震と活断
層の地震の発生時間差を考慮した検討を行う。)

検討対象とする
活断層*

・Noda et al.(2002)の方法により、
敷地への地震動影響が相対的に大きい活断層を選定
【検討対象】
御前崎海脚西部の断層帯
A-17断層

・阿部(1989)の予測式により、
敷地への津波影響が相対的に大きい海域活断層を選定
【検討対象】
御前崎海脚西部の断層帯
遠州断層系
A-5・A-18断層

* 検討対象の選定に用いたNoda et al.(2002)の方法と阿部(1989)の予測式は、いずれも地震動もしくは津波の大きさを、地震の規模と評価地点からの距離により
予測する式。地震動よりも距離の影響が相対的に小さい津波の評価では、敷地からやや離れているが規模の大きい活断層が検討対象として抽出されている。

30km100km

東海断層系

御前崎海脚東部
の断層帯・牧之原
南稜の断層

200km

プレート間地震
の波源域

検討対象とする分岐断層
津波評価で考慮地震動評価で考慮

30km100km

遠州断層系

御前崎海脚西部の
断層帯

A-5・A-18断層

A-17断層

プレート間地震
の波源域

200km

検討対象とする活断層
津波評価で考慮地震動評価で考慮

■分岐断層に関する評価について、地震動評価および津波評価はともに、プレート間地震の破壊をプレート境界の浅部から分岐して海底面へ延びる分岐断層に連続的に伝
播させた検討を実施している。

■地殻内地震として考慮する活断層に関する評価についても、地震動評価および津波評価はともに、プレート境界面の破壊が伝播する可能性は低いと考えられるが、プレー
ト境界の上盤にその断層が位置しプレート間地震の破壊に伴って活動する可能性を慎重に考慮し、プレート間地震と活断層の地震とを連動発生させた検討を実施する。
ここで、地震動評価では、プレート間地震の破壊を活断層に伝播させた検討を実施して短周期の主要動同士が重なっていることを確認しており、津波評価では、津波が地
震動よりも長周期であることから、長周期の津波同士が重なるように敷地への津波影響の大きいプレート間地震と活断層の地震の発生時間差を考慮した検討を行う。

表中の青字：地震動評価と異なる部分
・活断層に関する地震動評価については、第1041回審査会合資料2-2-2 3.2章参照

浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所
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2 地震による津波の評価（概要）
基準津波の策定の評価方針（再掲）
（全体方針(1/2)）

全体方針
■基準津波は、歴史記録及び津波堆積物に関する調査を行ったうえで、敷地に影響を及ぼす可能性のある津波発生要因として、地震による津波（プレート間地震、海
洋プレート内地震、海域の活断層による地殻内地震の津波）及び地震以外の要因による津波（地すべり（斜面崩壊含む）、火山現象の津波）について、最新の
科学的・技術的知見に基づき不確かさを考慮した津波評価を行うとともに、津波発生要因の組合せも考慮して、水位上昇側および水位下降側のそれぞれについて、敷
地に及ぼす影響が最も大きい津波を基準津波として策定する。

基準津波の策定

津波発生要因の組合せ

地震による津波 地震以外の要因による津波

海洋プレート内地震
の津波評価

地すべりの
津波評価

火山現象の
津波評価

プレート間地震
の津波評価

歴史記録及び津波堆積物に関する調査

海域の活断層による
地殻内地震の津波評価
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2 地震による津波の評価（概要）
基準津波の策定の評価方針（再掲）
（全体方針(2/2)）

津波影響が支配的と考えられる
津波発生要因

その他の津波発生要因

海洋プレート内地震

火山現象

プレート間地震

■基準津波の策定に当たっては、地震規模が大きく浜岡敷地への津波影響が支配的と考えられるプレート間地震を中心とし、プレート間地震およびそれと組合せるその他の
津波発生要因について網羅的な検討を実施する。

■ここで、その他の津波発生要因のうち、地すべりおよび海域の活断層による地殻内地震について、地すべりはプレート間地震の地震動により発生し津波が重なる可能性が
あること、海域の活断層はプレート境界の上盤に位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し津波が重なる可能性を否定できないことを慎重に考慮し、それぞれプレート間地
震との組合せを検討する。

■一方、海洋プレート内地震および火山現象について、海洋プレート内地震は、海域の活断層とは異なり、プレート境界の下盤にその断層が位置しプレート間地震の破壊が
伝播することは考えにくく、プレート間地震の津波と海洋プレート内地震の津波とが同時発生したことが確認された事例もないこと、火山現象は、プレート間地震から離れた地
域にその波源が位置しており、またプレート間地震の津波と火山現象の津波とが同時発生することは考えにくく、それが確認された事例もないことから、いずれもプレート間地
震との組合せは検討せず、敷地への津波影響がプレート間地震の津波と比べて小さいことを確認する。

プレート間地震との
組合せを検討

敷地への津波影響が支配的と
考えられるプレート間地震を中心
として検討

プレート間地震との組合せを検討する要因

プレート間地震との組合せを検討しない要因

：網羅的な検討を実施する項目

➡敷地への津波影響がプレート間地震と比べて小さいことを確認

海域の活断層による地殻内地震

海洋プレート内地震

地すべり

火山現象

下盤

上盤

地すべり

海域の活断層による地殻内地震

津波発生要因とプレート境界周辺のイメージ図

プレート間
地震
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2 地震による津波の評価（概要）
基準津波の策定の評価方針（再掲）
（各津波発生要因の津波の評価方針）

津波発生要因の組合せ（評価方針）
■津波発生要因に係るサイトの地学的背景、津波発生要因の関連性を踏まえ、敷地への津波影響が支配的と考えられるプレート間地震とその他の津波発生要因との組
合せを検討することとし、その他の津波発生要因のうち、地すべりはプレート間地震の地震動により発生し津波が重なる可能性があることから、プレート間地震と地すべりの
組合せを検討する。また、海域の活断層による地殻内地震は、海域の活断層がプレート境界の上盤に位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し発生する津波が重なる
可能性を否定できないことを慎重に考慮して、プレート間地震と海域の活断層による地殻内地震の組合せを検討する。

■プレート間地震と地すべり、海域の活断層による地殻内地震の組合せは、それぞれ単独の津波評価の結果から、敷地への影響が大きい津波波源を津波の時刻歴波
形等に基づいて選定し、津波波源における地震動の継続時間を考慮して津波を組合せる時間差の網羅的な検討を行う。

地震以外の要因による津波（評価方針）
■敷地に影響を及ぼす可能性のある地震以外の要因による津波として、地すべり（斜面崩壊含む）、火山現象の津波評価を行う。
■地すべりの津波は、プレート間地震による地震動により発生し津波が重なる可能性があることから、敷地への影響の観点から網羅的な検討を行うこととし、最新の科学
的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性のある敷地周辺の地すべり地形を抽出したうえで、地すべり体の体積及び敷地からの距離等に基づき敷地に影響
が大きいものを検討対象とする地すべりとして複数選定し、地すべり前の地形を復元して波源モデルを設定し複数の地すべり評価手法で津波評価を行う。

■火山現象の津波は、プレート間地震から離れた地域にその波源が位置しており、またプレート間地震の津波と火山現象の津波とが同時発生することは考えにくいことから、
敷地への津波影響がプレート間地震の津波と比べて小さいことを確認することとし、敷地の地理的領域の火山及び敷地南方の伊豆小笠原弧の火山について、最新の科
学的・技術的知見に基づき津波を発生させる火山現象の有無とその規模を調査・評価して、それぞれの火山現象に応じた津波予測式による津波評価を行うとともに、
敷地への影響が相対的に大きい火山現象については、波源モデルを設定して数値シミュレーションによる津波評価を行う。

地震による津波（評価方針）
■敷地に影響を及ぼす可能性のある地震による津波として、プレート間地震、海洋プレート内地震、海域の活断層による地殻内地震の津波評価を行う。
■プレート間地震の津波は、地震規模が大きく敷地への影響が支配的と考えられることから、敷地への影響の観点から特に網羅的な検討を行うこととし、敷地に近い南海
トラフのMw9クラスのプレート間地震を検討対象とする地震として選定し、南海トラフおよび国内外の巨大地震の最新知見に基づき、南海トラフの特徴と東北沖地震の
知見とを反映した検討波源モデルを複数設定したうえで、津波評価に影響を与える主要な因子を考慮してパラメータスタディを網羅的に実施する。プレート間地震の津波
の評価に当たっては、付加体が発達し分岐断層が確認されている南海トラフの特徴を踏まえて、プレート間地震に伴う分岐断層への破壊伝播を考慮する。

■海域の活断層による地殻内地震の津波は、海域の活断層がプレート境界の上盤に位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し発生する津波が重なる可能性を否定で
きないことを慎重に考慮して、敷地への影響の観点から網羅的な検討を行うこととし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性のある海域の活
断層による地殻内地震を想定したうえで、阿部(1989)の予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、津波評価に影響を与
える主要な因子を考慮してパラメータスタディを網羅的に実施する。

■海洋プレート内地震の津波は、海域の活断層とは異なり、プレート境界の下盤にその断層が位置しプレート間地震の破壊が伝播することは考えにくいことから、敷地への
影響がプレート間地震の津波と比べて小さいことを確認することとし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性のある海洋プレート内地震を想定
したうえで、阿部(1989)の予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、波源モデルを設定して数値シミュレーションによる津波
評価を行う。

取りまとめ中

本章にて概要を説明
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プレート間地震の津波評価の方針
■プレート間地震の津波評価は、敷地に近い南海トラフのMw9クラスのプレート間地震を対象とし、南海トラフおよび国内外の巨大地震の最新知見に基づき、南海トラフの特
徴と東北沖地震の知見とを反映した複数の検討波源モデルを設定したうえで、津波評価に影響を与える主要な因子に関するパラメータスタディを、内閣府の最大クラスモデ
ルのパラメータを含めて網羅的に実施することにより、敷地への影響の観点から不確かさを考慮した津波評価を行い、内閣府の最大クラスモデルとの比較による確認も行った
うえで、水位上昇側および水位下降側のそれぞれについて、敷地に及ぼす影響が最も大きいケースを津波評価結果とした。

プレート間地震の津波評価結果
・敷地前面の上昇水位は、最大T.P.+22.7m（基準断層モデル1-1（検討波源モデルA、大すべり域1箇所）のケース）
・1～5号取水槽の上昇水位は、1~4号（敷地標高6m）で最大T.P.+9.6m、５号（敷地標高8m）で最大T.P.+11.8m
（基準断層モデル3-2（検討波源モデルD、大すべり域1箇所）のケース）
・3、4号取水塔の水位低下時間は、最大13.6min（基準断層モデル2-3（検討波源モデルA、大すべり域2箇所）のケース）

検討波源モデルの設定
■検討波源モデルの設定に当たっては、まず、南海トラフの特徴が反映されている南海トラフの津波痕跡の再現モデル（痕跡再現モデル：Mw8クラス）を検討するとともに、
内閣府(2012)の南海トラフの最大クラスモデルなどの行政機関による波源モデルも確認した。

■これらの検討確認結果および国内外の巨大地震の最新知見を踏まえ、痕跡再現モデルを基に、東北沖地震において巨大津波が発生した要因（地震規模、浅部の破壊
形態）を不確かさとして保守的に考慮した東北沖型の波源モデル（Mw9クラス）を設定することとし、それらの要因を南海トラフにおいて考慮した内閣府(2012)や土木学
会(2016)のすべり量分布の設定方法を用いることにより、南海トラフの特徴と東北沖地震の知見とを適切に反映した複数の検討波源モデルを設定した（検討波源モデル
A～D）。このように設定した検討波源モデルについて、日本海溝の手法を用いたすべり量分布等との比較も行い、東北沖型のモデル設定としての妥当性確認も行った。

検討波源モデルのパラメータスタディ
■敷地への影響の観点から検討波源モデルのパラメータスタディを行うに当たっては、土木学会(2016)を参照し、次のとおり順に検討することにより、津波評価に影響を与える主
要な因子に関するパラメータスタディを網羅的に実施し、水位上昇側および水位下降側のそれぞれの評価地点について、敷地に及ぼす影響が最も大きいケースを選定した。

■まず、概略パラメータスタディとして、設定した複数の検討波源モデルに対し、敷地への影響が支配的と考えられる大すべり域の位置を東西に移動させて検討し、漏れのない
パラメータスタディとするため、敷地への影響が最も大きいケースおよびそれと同程度のケースを選定することとして、複数の基準断層モデルを選定した（基準断層モデル1-1～
5、2-1～3、3-1～3、4-1）。

■次に、詳細パラメータスタディとして、選定した基準断層モデルに対し、動的パラメータであるライズタイム、破壊伝播速度・破壊開始点について、国内外の巨大地震・津波
の発生事例および内閣府の最大クラスモデルのパラメータ設定を踏まえて網羅的に検討した。その際、Mw9クラスの地震ではライズタイムが津波水位に与える影響が大きいと
考えられることを考慮して、まずライズタイム、次に破壊開始点・破壊伝播速度の順でパラメータスタディを実施した。これらのパラメータスタディ結果およびパラメータスタディ因子
の影響分析結果から、大すべり域の位置、ライズタイム、破壊伝播速度・破壊開始点のパラメータスタディの順序などが網羅的な検討として妥当であることを確認した。

内閣府の最大クラスモデルとの比較による確認
■設定した波源モデルと内閣府の最大クラスモデルのすべり量分布の違いを比較して示すとともに、すべり量分布の設定の違いが評価結果に与える影響について定量的な分析
を行い、敷地の津波評価が、内閣府の最大クラスモデルのパラメータを含めて、敷地への影響の観点から不確かさを考慮したものとなっていることを確認した。

2 地震による津波の評価（概要）
プレート間地震の津波評価の全体概要
（第1109回審査会合資料再掲、構成再確認中）

第1109回資料1-1
p.4再掲
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2 地震による津波の評価（概要）

海洋プレート内地震の津波評価の全体概要

海洋プレート内地震に関する調査
■敷地周辺で津波を発生させる南海トラフの海洋プレート内地震および南海トラフ沖合の海洋プレート内地震に関する文献調査を実施し、敷地に影響を及ぼす可能性
がある海洋プレート内地震を想定した。

■南海トラフの海洋プレート内地震に関し、南海トラフのフィリピン海プレートで発生した最大規模の過去地震（2004年紀伊半島沖の地震（本震M7.4））の他、当該
プレートと特徴が類似した海洋プレートで発生した地震規模、海洋プレートの地域性を考慮した地震規模を調査して、その地震規模を保守的にMw7.5としたうえで、南海
トラフのフィリピン海プレートで発生する海洋プレート内地震の発生場所を予め特定することは困難であると考え、敷地前面の海溝軸沿いで敷地に近い位置に「御前崎沖
の想定沈み込む海洋プレート内地震」を想定した。

■南海トラフ沖合の海洋プレート内地震に関し、地質構造図に基づき、南海トラフの沖合に認められる「銭州断層系による海洋プレート内地震」を想定した。
検討対象とする地震の選定
■想定した海洋プレート内地震について、阿部(1989)の予測式により津波高を評価し、敷地への影響が相対的に大きい「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地
震」を検討対象とする地震として選定した。

■なお、選定に当たっては、これら地震よりもさらに遠方の伊豆島弧周辺の地震に関する影響検討も実施し、阿部(1989)の予測式による津波高が「御前崎沖の想定沈み
込む海洋プレート内地震」より小さいことも確認した。

海洋プレート内地震の津波評価
■「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」について、波源モデルを南海トラフのフィリピン海プレートで発生した過去地震の知見（2004年紀伊半島南東沖の地震
の分析結果等）に基づき設定し、波源位置を敷地前面の海溝軸沿いで敷地に近い複数箇所に設定して、数値シミュレーションによる津波評価を実施した。

■津波評価の結果、海洋プレート内地震の津波による影響は、Mw9クラスのプレート間地震の津波による影響と比較して明らかに小さいことを確認したことから、波源の断層
パラメータに関するパラメータスタディまでは実施しないこととした。

海洋プレート内地震の津波評価の方針
■海洋プレート内地震の津波評価は、プレート境界の下盤にその断層が位置しプレート間地震の破壊が伝播することは考えにくいことから、敷地への影響がプレート間地震の
津波と比べて小さいことを確認することとし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性のある海洋プレート内地震を想定したうえで、阿部(1989)の
予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、波源モデルを設定して数値シミュレーションによる津波評価を行う。

海洋プレート内地震の津波評価結果*（「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」の津波評価結果）
・敷地前面の上昇水位は最大T.P.＋6.1m
・1~5号取水槽の上昇水位は1~4号(敷地標高6m)で最大T.P.+3.8m、５号(敷地標高8m)で最大T.P.+4.2m
・3，4号取水塔の下降水位は最大T.P.-7.0m（水位低下時間0.9min）

*朔望平均潮位（満潮位T.P.+0.80m、干潮位T.P.-0.93m）を考慮
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2 地震による津波の評価（概要）

海域の活断層による地殻内地震の津波評価の全体概要

海域の活断層による地殻内地震の津波評価結果* （「御前崎海脚西部の断層帯の地震」の津波評価結果）
・敷地前面の上昇水位は最大T.P.＋5.0m
・1~5号取水槽の上昇水位は1~4号(敷地標高6m)で最大T.P.+3.1m、５号(敷地標高8m)で最大T.P.+2.9m
・3，4号取水塔の下降水位は最大T.P.-6.1m（水位低下時間0.6min）

活断層調査（分岐断層、地殻内地震として考慮する断層の選定）
■敷地周辺海域の活断層調査結果に基づき認定した敷地周辺の海域の活断層について、文献調査、詳細な地形調査及び音波探査記録による検討を実施し、分岐断
層とされる知見があり顕著な地形的高まりとの関連が認められる海域の活断層は、プレート間地震に伴う分岐断層として選定した。それ以外の分岐断層とされる知見がな
く顕著な地形的高まりとの関連が認められない海域の活断層は、地殻内地震として考慮する活断層として選定した。

検討対象とする地殻内地震の選定
■地殻内地震として考慮する活断層として選定した海域の活断層による地殻内地震について、阿部(1989)の予測式により津波高を評価し、敷地への影響が相対的に大
きい「御前崎海脚西部の断層帯の地震」、「遠州断層系の地震」および「A-5・A-18断層の地震」を検討対象として選定した。

海域の活断層による地殻内地震の津波評価
■「御前崎海脚西部の断層帯の地震」、「遠州断層系の地震」および「A-5・A-18断層の地震」について、土木学会(2016)の方法を用い、波源モデルを活断層調査結
果に基づいて設定し、津波評価に影響を与える主要な因子として傾斜角、すべり角、断層上端深さの不確かさを考慮し、これらの組合せのパラメータスタディを実施した。

*朔望平均潮位（満潮位T.P.+0.80m、干潮位T.P.-0.93m）を考慮

海域の活断層による地殻内地震の津波評価の方針
■海域の活断層による地殻内地震の津波評価は、海域の活断層がプレート境界の上盤に位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し発生する津波が重なる可能性を否定
できないことを慎重に考慮して、敷地への影響の観点から網羅的な検討を行うこととし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性のある海域の活
断層による地殻内地震を想定したうえで、阿部(1989)の予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、津波評価に影響を与え
る主要な因子を考慮してパラメータスタディを網羅的に実施する。
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2 地震による津波の評価（概要）

浜岡原子力発電所の概要

取水槽溢水防止壁（T.P.+10mもしくはT.P.+12m）

防波壁（T.P.+22m）

浜岡原子力発電所 全体配置図

 新 

野 

川 

T.P.＋6m
T.P.＋8m

２号取水槽
１号取水槽

３号
放水口

４号
放水口

５号
取水塔

１、２号
放水口

１号
取水塔

５号炉
５号
取水槽

４号
取水塔

３号
取水塔

４号炉

５号
放水口

２号
取水塔

３号
取水槽

４号
取水槽

１号炉
２号炉

３号炉

敷地標高

凡例

取水槽溢水防止壁

防波壁（T.P.+22m）

改良盛土
（T.P.+22m～+24m）

3、4号 T.P.+10m
5号 T.P.+12m

0 100 200m

改良盛土
（T.P.+22m～+24m）

防波壁（T.P.+22m）
改良盛土（T.P.+22m～+24m）

T.P.＋40m以上

約600m

・防波壁･改良盛土、取水槽溢水防止壁の構造については第1109回資料1-3 1章を参照。
なお、防波壁・改良盛土等の津波対策に関しては、今後、基準津波の確定後、必要な対策を行っていく。

■施設の概要
 浜岡原子力発電所の敷地標高は、1号炉～4号炉建屋周辺でT.P.+6m、5号炉建屋周辺
でT.P.＋8m。また、敷地北側に標高T.P.＋40mの高台等を有している。

 敷地前面には、防波壁（T.P.+22m）を延長約1.6kmにわたって設置しており、その両端を
改良盛土（T.P.+22m～+24m）に接続している。

 原子炉機器冷却水系に必要な海水は、敷地沖合約600mに位置する取水塔から取水
トンネルを経て敷地内の取水槽へ導き、取水している。

 取水槽の周囲には、取水槽溢水防止壁（3、4号：天端高T.P.+10m、5号：天端高
T.P.+12m）を設置している。

第1020回資料2-1
p.55再掲
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2 地震による津波の評価（概要）

敷地周辺の既往津波
第1109回資料1-2

p.11一部修正

津波発生要因 名称 Mj Mw 敷地周辺の津波高

プレート間
地震

南海トラフ

1944年昭和東南海地震 7.9 8.1-8.2

5～10m程度
(遠州灘沿岸域)

1854年安政東海地震 8.4 －
1707年宝永地震 8.6 －
1605年慶長地震 7.9 －
1498年明応地震 8.2-8.4 －

南西諸島海溝 敷地周辺に影響を及ぼした津波は確認されていない。 －
伊豆・小笠原海溝 1972年八丈島東方沖地震 7.2 － 0.25m*2 (御前崎市)
日本海溝 2011年東北地方太平洋沖地震 9.0 1.44m (御前崎市)

遠地津波

1952年カムチャツカ地震 － 9.0

0.3～1.9*2m
(遠州灘沿岸域)

1960年チリ地震 － 9.5
1964年アラスカ地震 － 9.2
1996年ニューギニア島沖地震 － 8.1
2010チリ地震 － 8.8

海洋プレート内地震*3 2004年紀伊半島南東沖の地震 7.4 7.5 0.5m (御前崎市)
海域の活断層による地殻内地震 敷地周辺に影響を及ぼした津波は確認されていない。 －

地すべり 2009年駿河湾の海底地すべり 0.36m (御前崎市)
火山現象 2022年トンガの火山噴火 (0.7m (御前崎市))*4

各津波発生要因による敷地周辺の主な既往津波

日本列島周辺の海底地形
(海上保安庁「海洋台帳」を基に作成)

浜岡原子力発電所

フィリピン海
プレート

ユーラシア
プレート

太平洋
プレート

北米
プレート

日向灘

0 200km 400km

*2 文献には最大全振幅が記載されているため、最大全振幅の1/2を津波高と仮定した。
*3 なお、2010年小笠原諸島父島近海の海洋プレート内地震（太平洋プレート内の地震、Mw7.3）について、敷地周辺の御前崎市では津波
は観測されていない。（気象庁(2010b)）

*4 本事象に伴う潮位変化は、大気中を伝播する波による影響が支配的であったと考えられており(防災科学技術研究所 (2022) 、気象庁
(2022a))、基準津波の策定において評価している海面を伝播する津波とはやや異なることから、括弧書きで表記した。

■ 南海トラフの沿岸域を対象として、伝承を含む歴史記録に基づく津波痕跡の文献調査*1を実施した。
その結果、敷地が位置する遠州灘沿岸域では、南海トラフのプレート間地震が他の津波発生要因よりも大きな影響を及ぼしていることを確認。

■ プレート間地震については、南海トラフにより遠州灘沿岸域において5～10mの津波が確認されている。
*1 国内外の津波痕跡に関する主な科学技術系論文データベース等を対象とし、敷地周辺を含む南海トラフの沿岸域の津波高が整理されている文献を抽出。
・津波痕跡データベース ・地震調査委員会等のHP ・J-STAGE ・CiNii ・KAKEN ・JAIRO ・当社歴史地震調査
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2 地震による津波の評価（概要）
（補足）2022年トンガの火山噴火に伴う気圧変化よる潮位変化

1.1m(久慈港)
0.7m(蒲河)

0.5m(銚子)0.2m(名古屋)

0.8m(室戸)

0.2m(那覇)

0.7m(御前崎)

・数値は主な水位変動(場所)

・太平洋沿岸（日本）・太平洋沿岸

〇噴火の基本情報

太平洋沿岸で確認された潮位変化の最大高さ

*防災科学技術研究所(2022)および気象庁(2022a) によると、今回の潮位変化は、地震時の津波や潮汐等原因のはっきりした
潮位変化(主振動)に対して、様々な要因によって港湾や海峡などで起こる海面の副次的な振動現象である副振動のうち、気圧波
(ラム波)や、大気重力波と海洋波とのプラウドマン共鳴等によって作られた潮位変化であるとされる。
この「火山噴火により発生した気圧波に起因する潮位変化」は、一般的な理解し易さの観点から、津波警報・ 注意報等の一連の
情報発信の中では「津波」と呼ぶこととされている。

噴火日時：1月15日13時頃（日本時間）
火山名：フンガ・トンガーフンガ・ハアパイ火山
噴煙：高度16,000m、半径260km
噴火規模：VEI6 (産業技術総合研究所(2022))

(気象庁(2022a))
トンガ噴火に伴う気圧波の伝播と津波の発生・伝播のスナップショット

(防災科学技術研究所(2022)) (気象庁(2022b))

フンガ・トンガ-フンガ・ハァパイ火山の噴火前後の衛星写真
(BBC News (2022))

1月15日（噴火前） 1月18日（噴火後）

■ 2022年1月15日、フンガ・トンガ-フンガ・ハァパイ火山（トンガ）で噴火が発生した。この際に気圧変化が観測されるとともに、太平洋沿岸において1mを超える潮
位変化が観測され、日本の太平洋沿岸においても最大で1mを超える潮位変化が観測された。敷地近傍に位置する御前崎の潮位観測点においては、最大で
0.7mの水位変動が観測された。 (防災科学技術研究所(2022)、気象庁(2022a,b))

■ この潮位変化は、基準津波の策定において評価している海面を伝播する津波とはやや異なり、大気中を伝播する波による影響が支配的であったと考えられている
(防災科学技術研究所(2022)、気象庁(2022a)) * 。

➡ 本現象により生じた潮位変化はプレート間地震による津波等と比較して十分小さく、浜岡原子力発電所の津波評価に影響を与えるものではないと考えられる。
本現象に関する知見は今後拡充されていくと考えられることから、この研究動向について引き続き注視していく。
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2 地震による津波の評価（概要）
プレート間地震の津波評価の検討概要
（第1109回審査会合資料再掲、構成再確認中）

第1109回資料1-2
p.13再掲

■プレート間地震の津波評価は、敷地に近い南海トラフの Mw9 クラスのプレート間地震を対象とし、南海トラフおよび国内外の巨大地震の最新知見に基づき、南海トラフ
の特徴と東北沖地震の知見とを反映した複数の検討波源モデルを設定したうえで、津波評価に影響を与える主要な因子に関するパラメータスタディを、内閣府の最大ク
ラスモデルのパラメータを含めて網羅的に実施することにより、敷地への影響の観点から不確かさを考慮した津波評価を行い、内閣府の最大クラスモデルとの比較による確
認も行ったうえで、水位上昇側および水位下降側のそれぞれについて、敷地に及ぼす影響が最も大きいケースを津波評価結果とした。

検討波源モデルの津波評価

プレート間地震の津波評価

・ 歴史記録及び津波堆積物に基づき、南海トラフの特徴が反映されている南海トラ
フの津波痕跡を再現するモデル(Mw8クラス)を検討した。

・敷地への影響の観点から、敷地に近い南海トラフ（駿河湾～日向灘沖）を検討
対象領域として選定した。

・国および地方自治体の津波の波源モデルを確認し、敷地周辺において影響の大
きい内閣府の最大クラスモデルのパラメータ設定の詳細を確認し、分析を行った。

・ 津波評価手法及び計算条件の詳細は第1109回資料1-3 ３-1章を参照。

痕跡再現モデルの検討

行政機関による津波評価の確認

検討対象領域の選定

・遠州灘沿岸域の痕跡再現モデル ・南海トラフ広域の痕跡再現モデル

・南海トラフおよび国内外の巨大地震の最新知見を踏まえ、痕跡再現モデルを基に、
東北沖地震において巨大津波が発生した要因（地震規模、浅部の破壊形態）
を不確かさとして保守的に考慮した東北沖型の波源モデル(Mw9クラス)を設定す
ることとし、南海トラフの特徴と東北沖地震の知見とを適切に反映した複数の検討
波源モデルを設定した。

内閣府の最大クラスモデルとの比較
(内閣府の最大クラスモデルとの比較分析を実施）

・設定した波源モデルと内閣府の最大クラスモデルのすべり量分布の違いを比較して
示すとともに、両者の破壊開始点の条件を揃えて津波評価を実施し、すべり量分
布の設定の違いが評価結果に与える影響について定量的な分析を行った。

・検討波源モデルに対して、土木学会(2016)を参照し、津波評価に影響を与える主
要な因子に関するパラメータスタディを、敷地への影響の観点から網羅的に実施した。
（概略パラメータスタディ）
・検討波源モデルに対し、敷地への影響が支配的と考えられる大すべり域の位置を
東西に移動させて同時破壊の条件で検討し、敷地への影響が最も大きいケース
およびそれと同程度のケースを基準断層モデルとして選定した。
（詳細パラメータスタディ）
・選定した基準断層モデルに対し、動的パラメータであるライズタイム、破壊伝播速
度、破壊開始点のパラメータスタディを、国内外の巨大地震・津波の発生事例お
よび内閣府の最大クラスモデルのパラメータ設定を踏まえて網羅的に検討した。

検討波源モデルの設定
[敷地周辺の津波に着目したモデル]
・検討波源モデルA
（断層破壊がプレート境界面浅部に伝播するモデル）
↳ 検討波源モデルB
（断層破壊がプレート境界面浅部・分岐断層に伝播するモデル）
↳ 検討波源モデルD
（超大すべり域の深さを広域モデルと同じとしたモデル）

検討波源モデル
[広域の津波に着目したモデル]
・検討波源モデルC
（3倍すべり域を広域に設定したモデル）

検討波源モデルのパラメータスタディ

概略パラメータスタディ (大すべり域の位置の不確かさを考慮し、基準断層モデルを選定)

詳細パラメータスタディ (ライズタイム、破壊伝播速度、破壊開始点の不確かさ考慮)
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2 地震による津波の評価（概要）

海洋プレート内地震の津波評価の検討概要

南海トラフ

御前崎沖の
想定沈み込む
海洋プレート内地震
（Mw7.5）

銭洲断層系による
海洋プレート内地震

2004年紀伊半島
南東沖の地震
（M7.4）

海洋プレート内地震の断層位置

■海洋プレート内地震の津波評価は、プレート境界の下盤にその断層が位置しプレート間地震の破壊が伝播することは考えにくいことから、敷地への影響がプレート間
地震の津波と比べて小さいことを確認することとし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性のある海洋プレート内地震を想定したうえで、
阿部(1989)の予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、波源モデルを設定して数値シミュレーションによる津波評価を
行った。

海洋プレート内地震に関する調査
■敷地周辺で津波を発生させる海洋プレート内地震に関する文献調査を実施し、敷地に影響を及
ぼす可能性がある海洋プレート内地震を想定した。

第509回資料1-1 
p.49一部修正

検討対象とする地震の選定
■想定した海洋プレート内地震について、阿部(1989)の予測式により津波高を評価し、敷地への
影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定した。

海洋プレート内地震の津波評価
■「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」について、波源モデルを南海トラフのフィリピン海
プレートで発生した過去地震の知見に基づき設定し、波源位置を敷地前面の海溝軸沿いで敷
地に近い複数箇所に設定して、数値シミュレーションによる津波評価を実施した。

➡ ・敷地前面の上昇水位は最大T.P.＋6.1m
・1~5号取水槽の上昇水位は1~4号(敷地標高6m)で最大T.P.+3.8m、
５号(敷地標高8m)で最大T.P.+4.2m
・3，4号取水塔の下降水位は最大T.P.-7.0m（水位低下時間0.9min）
Mw9クラスのプレート間地震の津波と比べて明らかに小さいことを確認したことから、断層パ
ラメータに関するパラメータスタディまでは実施しないこととした。

・御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震
（南海トラフ沿いで発生した最大規模の過去地震 (M7.4)等に基づき、
保守的にMw7.5の地震を敷地に近い遠州灘沿岸域の御前崎沖に想定）

銭洲断層系による海洋プレート内地震
（地質構造図に基づき想定）

・津波評価では、朔望平均潮位（満潮位T.P.+0.80m、干潮位T.P.-0.93m）を考慮。

検討対象とした地震

南海トラフの海洋プレート内地震 南海トラフ沖合の海洋プレート内地震
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2 地震による津波の評価（概要）

海域の活断層による地殻内地震の津波評価の検討概要
第509回資料1-1
p.53一部修正

■海域の活断層による地殻内地震の津波評価は、海域の活断層はプレート境界の上盤に位置しプレート間地震の破壊に伴い活動し発生する津波が重なる可能性
を否定できないことを慎重に考慮して、敷地への影響の観点から網羅的な検討を行うこととし、最新の科学的・技術的知見に基づき敷地に影響を及ぼす可能性の
ある海域の活断層による地殻内地震を想定したうえで、阿部(1989)の予測式により敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定し、津
波評価に影響を与える主要な因子を考慮してパラメータスタディを網羅的に実施した。

活断層調査（分岐断層、地殻内地震として考慮する断層の選定）
■敷地周辺海域の活断層調査結果に基づき認定した海域の活断層について、分岐断層とされる
知見があり顕著な地形的高まりとの関連が認められる分岐断層と、分岐断層とされる知見がなく
顕著な地形的高まりとの関連が認められない地殻内地震として考慮する活断層を選定した。

海域の活断層による地殻内地震の津波評価

検討対象とする地殻内地震の選定
■地殻内地震として考慮する活断層による地震について、阿部(1989)の予測式により津波高を
評価し、敷地への影響が相対的に大きいものを検討対象とする地震として選定した。

海域の活断層による地殻内地震の津波評価
■検討対象とした地震について、土木学会(2016)の方法を用い、波源モデルを活断層調査結果
に基づいて設定し、津波評価に影響を与える主要な因子として傾斜角、すべり角、断層上端深
さの不確かさを考慮し、これらの組合せのパラメータスタディを実施した。

➡ ・敷地前面の上昇水位は最大T.P.＋5.0m
・1~5号取水槽の上昇水位は1~4号(敷地標高6m)で最大T.P.+3.1m、
５号(敷地標高8m)で最大T.P.+2.9m
・3，4号取水塔の下降水位は最大T.P.-6.1m（水位低下時間0.6min）

検討対象とした地震
・御前崎海脚西部の断層帯の地震
・遠州断層系の地震
・A-5・A-18断層の地震

分岐断層（4断層）地殻内地震として考慮する活断層（13断層）

プレート間地震の津波評価
分岐断層として選定した海域の活断層は、「プレート間地震の
津波評価」において、プレート境界面の破壊が上盤に位置する
分岐断層に伝播することを考慮した津波評価を実施。

(第1109回審査会合資料を参照)

津波発生要因の組合せ

活断層調査結果

浜岡原子力発電所

海域の活断層
地殻内地震の活断層
分岐断層

・津波評価では、朔望平均潮位（満潮位T.P.+0.80m、干潮位T.P.-0.93m）を考慮。

御前崎海脚西部の断層帯
A-5・A-18断層

遠州断層系
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2 地震による津波の評価（概要）
海域の活断層による地殻内地震の津波評価の検討概要
（パラメータスタディの検討方針と設定条件）

■設定した海域の活断層による地殻内地震の波源モデルについて、土木学会(2016)に基づき、津波評価に影響を与える主要な因子として傾斜角、すべり角、断
層上端深さの不確かさを考慮し、これらの組合せのパラメータスタディを実施し、断層モデルごとに敷地への影響が最も大きいケースを選定した。

■ 各パラメータスタディ項目の設定方法は以下のとおり。

項目 設定方法 設定値

傾斜角
同一断層内およびその周辺の断層の場所ごとの傾斜角の違いを
考慮して、基準とする傾斜角±10°の範囲で設定した。

＜御前崎海脚西部の断層帯、A-5・A-18断層＞
・以下の3ケースを設定
：50°(深さ6km以浅)・25°(深さ6km以深) (基準-10°)

60°(深さ6km以浅)・35°(深さ6km以深)（基準ケース）
70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深) (基準+10°)

＜遠州断層系＞
・以下の3ケースを設定
：80° (基準-10°)

90° (基準ケース)
100° (基準+10°)

すべり角
同一断層内の場所ごとの水平・上下方向の変位量の違い、および
敷地周辺のプレートの沈み込み方向の違いを考慮し、基準とする
すべり角±10°の範囲で設定した。

＜御前崎海脚西部の断層帯、A-5・A-18断層＞
・以下の3ケースを設定
：80° (基準-10°)

90° (基準ケース)
100° (基準+10°)

＜遠州断層系＞
・以下の3ケースを設定
：170° (基準-10°)

180° (基準ケース)
190° (基準+10°)

断層上端深さ 土木学会(2016)に基づき、深さ0~5kmの範囲で設定した。

＜御前崎海脚西部の断層帯、遠州断層系＞
・以下の3ケースを設定
：0、2.5、5.0kmを考慮
＜A-5・A-18断層＞
・以下の3ケースを設定
：2.0※、2.5、5.0kmを考慮

※A-5・A-18断層は地表面に活断層が見られないことから、パラメータスタディにおいては断
層上端深さ0kmの検討は実施せず、2.0km、2.5km、5.0kmを考慮することとした。

6km

基準のすべり角

基準±10°の
すべり角

基準の傾斜角

基準±10°の傾斜角

・傾斜角に応じた海域の活断層による地殻内地震の断層パラメータは、【地震による津波についての補足】6章を参照。
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2 地震による津波の評価（概要）

地震による津波の評価結果の概要
■地震による津波の評価結果は以下のとおり。敷地への影響は、南海トラフのプレート間地震の津波が支配的であり、海洋プレート内地震、海域の活断層による地
殻内地震の津波の影響は、プレート間地震の津波と比べて小さいことを確認した。

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

*1 防波壁の高さを無限大として解析を実施。また、１・２号取水槽周りに高さ無限大の壁を設定して解析を実施。

津波発生要因
最大上昇水位(T.P. m)*1

備考敷地
前面

1,2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

プレート間地震 南海トラフのプレート間地震
22.7 4.6 7.3 8.1 10.1

検討波源モデルA （基準断層モデル1-1）
東海地域の大すべり域1箇所：東へ40km
ライズタイム60s、破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

19.8 6.4 9.0 9.6 11.8
検討波源モデルD（基準断層モデル3-2）
東海地域の大すべり域1箇所：東へ60km
ライズタイム60s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

海洋プレート内地震 御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震
6.1 2.3 3.5 3.5 3.7 断層位置：位置②・内陸側に20km・北西傾斜

6.0 2.9 3.7 3.7 4.2 断層位置：位置②・内陸側に10km・南東傾斜

4.9 2.6 3.8 3.8 4.0 断層位置：位置②・内陸側に20km・南東傾斜

海域の活断層による
地殻内地震

御前崎海脚西部の断層帯の地震
5.0 2.2 2.9 3.0 2.7 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：100°、断層上端深さ：0km

4.3 2.2 3.0 3.1 2.9 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：90°、断層上端深さ：2.5km

A-5・A-18断層の地震 4.6 1.8 2.1 2.2 2.3 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：80°、断層上端深さ：2km

遠州断層系の地震
2.8 1.2 1.5 1.5 1.6 傾斜角：80°、すべり角：170°、断層上端深さ：0km

2.1 1.6 2.1 2.1 2.0 傾斜角：100°、すべり角：170°、断層上端深さ：5km

（水位上昇側）

津波発生要因 最大下降水位(T.P. m) (水位低下時間) 備考3号取水塔 4号取水塔

プレート間地震 南海トラフのプレート間地震 海底面(13.6min) 海底面(13.5min)
検討波源モデルA（基準断層モデル2-3）
東海地域の大すべり域2箇所：東へ30km・距離120km
ライズタイム90s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P1

海洋プレート内地震 御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震 -7.0(0.9min) -7.0(0.9min) 断層位置：位置②・内陸側に20km・北西傾斜

海域の活断層による
地殻内地震

御前崎海脚西部の断層帯の地震 -6.1(0.6min) -6.0(0.5min) 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：90°、断層上端深さ：0km

A-5・A-18断層の地震 -1.9(なし) -2.0(なし) 傾斜角：70°(浅部)・45°(深部)、すべり角：80°、断層上端深さ：2km

遠州断層系の地震 -2.0(なし) -2.0(なし) 傾斜角：100°、すべり角：170°、断層上端深さ：2.5km

（水位下降側）

太字：全評価結果の中で、敷地への影響が最も大きいケース
・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮 ・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・水位低下時間：取水塔地点の水位が取水塔吞口下端レベル(T.P.-6m)を下回り取水塔から取水できない時間
（なし：水位低下時間が発生していないことを示す。）
・海底面：最大下降水位時に海底面(約T.P.-10m)がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。
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2 地震による津波の評価（概要）
申請時からの変更概要
（海洋プレート内地震の津波評価）

■海洋プレート内地震の津波評価について、申請時からの変更概要は以下のとおり。
■津波評価において、波源位置を1箇所ではなく複数箇所設定して数値シミュレーションによる津波評価を行った。

申請時の津波評価の概要 今回の津波評価の概要
海洋プレート内地震に関する調査
■敷地周辺で津波を発生させる可能性のある南海トラフの海洋プレート内地
震および南海トラフ沖合の海洋プレート内地震に関する文献調査を実施し、
敷地に影響を及ぼす可能性がある海洋プレート内地震を想定した。

南海トラフの海洋プレート内地震
御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

南海トラフ沖合の海洋プレート内地震
銭洲断層系による海洋プレート内地震

海洋プレート内地震の津波評価
■「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」について、波源モデルを

2004年紀伊半島南東沖の地震の分析結果等に基づき設定し、南海トラフ
のフィリピン海プレートで発生する海洋プレート内地震の発生場所を予め特定
することは困難であると考え、波源位置を敷地前面の海溝軸沿いで敷地に近
い位置(１箇所)に設定し、数値シミュレーションによる津波評価を実施した。

海洋プレート内地震に関する調査
■敷地周辺で津波を発生させる可能性のある南海トラフの海洋プレート内地
震および南海トラフ沖合の海洋プレート内地震に関する文献調査を実施し、
敷地に影響を及ぼす可能性がある海洋プレート内地震を想定した。

南海トラフの海洋プレート内地震
御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

南海トラフ沖合の海洋プレート内地震
銭洲断層系による海洋プレート内地震

海洋プレート内地震の津波評価
■「御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震」について、波源モデルを

2004年紀伊半島南東沖の地震の分析結果等に基づき設定し、南海トラフ
のフィリピン海プレートで発生する海洋プレート内地震の発生場所を予め特定
することは困難であると考え、波源位置を敷地前面の海溝軸沿いで敷地に近
い位置(複数箇所)に設定し、数値シミュレーションによる津波評価を実施した。

変更点

波源位置を
複数箇所
設定

検討対象とする地震の選定
■想定した海洋プレート内地震について、阿部(1989)の予測式により津波高を
評価した結果、それらの津波高はプレート間地震の津波と比べて小さいことを
確認し、その中でも敷地への影響が相対的に大きい「御前崎沖の想定沈み込
む海洋プレート内地震」を検討対象とする地震として選定した。

検討対象とする地震の選定
■想定した海洋プレート内地震について、阿部(1989)の予測式により津波高を
評価した結果、それらの津波高はプレート間地震の津波と比べて小さいことを
確認し、その中でも敷地への影響が相対的に大きい「御前崎沖の想定沈み込
む海洋プレート内地震」を検討対象とする地震として選定した。
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2 地震による津波の評価（概要）
申請時からの変更概要
（海域の活断層による地殻内地震の津波評価）

■海域の活断層による地殻内地震の津波評価について、申請時からの変更概要は以下のとおり。
■活断層評価に係る審査結果を反映して海域の活断層の新規認定等を行い、また、それに伴い検討対象とする地震を追加した。
■論点に関する評価方針の変更に伴い、パラメータスタディを追加した。
申請時の津波評価の概要 今回の津波評価の概要
活断層調査

海域の活断層による地殻内地震の津波評価

■ 敷地周辺海域の活断層調査結果に基づき、地殻内地震の活断層(11断層)
と分岐断層(4断層)を海域の活断層として認定した。

■検討対象とした地震について、活断層調査結果および土木学会(2016)に
基づき、波源モデルを設定し、津波評価を実施した。

変更点
活断層評価の
反映

活断層調査（第1041回審査会合で説明済）
■ 敷地周辺海域の活断層調査結果に基づき、地殻内地震の活断層(13断層)
と分岐断層(4断層)を海域の活断層として認定した。

■検討対象とした地震について、活断層調査結果および土木学会(2016)に
基づき、波源モデルを設定し、その傾斜角、すべり角、断層上端深さの組合
せのパラメータスタディによる津波評価を実施した。

活断層の名称 活断層長さ(km)
根古屋海脚東縁・石花海堆東縁の断層帯 62.6
石花海海盆内西部の断層帯 26.4
石花海海盆内東部の断層帯 21.7
御前崎海脚東部の断層帯 72.6
F-12断層 16.0
御前崎海脚西部の断層帯 40.2
東海断層系 156.9
小台場断層系 109.5
A-4断層 12.1
A-5断層 11.5
A-6断層 22.4
天竜海底谷に沿う断層 26.1
遠州断層系 173.7
F-16断層 7.1
浜松沖の正断層群 76.8

検討対象とする地震の選定
■ 海域の活断層のうち、単独で活動する地殻内地震の活断層による地震につ
いて、阿部(1989)の予測式により津波高を評価し、検討対象とする地震と
して選定した。

検討対象とする地震の選定
■ 海域の活断層のうち、単独で活動する地殻内地震の活断層による地震につ
いて、阿部(1989)の予測式により津波高を評価し、検討対象とする地震と
して選定した。

海域の活断層による地殻内地震の津波評価

地殻内地震の活断層 分岐断層

変更点
上記に伴う検討
対象とする地震
の追加

活断層の名称 活断層長さ(km)
根古屋海脚東縁・石花海堆東縁の断層帯 62.6
石花海海盆内西部の断層帯 26.4
石花海海盆内東部の断層帯 23.4
御前崎海脚東部の断層帯・牧ノ原南稜の断層 86.3
F-12断層 16.0
御前崎海脚西部の断層帯 46.9
東海断層系 167.1
小台場断層系 109.5
A-4断層 12.1
A-5・A-18断層 31.0
A-17断層 15.7
A-6断層 22.4
A-41断層 7.0
天竜海底谷に沿う断層 26.1
遠州断層系 173.7
F-16断層 7.1
渥美半島沖の断層(名称変更) 76.8

赤字
活断層の新規認定

もしくは
断層長さの延長

地殻内地震の活断層 分岐断層

検討対象として選定した地殻内地震の活断層の地震（２断層を選定）
・御前崎海脚西部の断層帯の地震
・遠州断層系の地震

検討対象として選定した地殻内地震の活断層の地震（３断層を選定）
・御前崎海脚西部の断層帯の
・遠州断層系の地震
・A-5・A-18断層の地震

変更点
パラメータスタディ
の追加
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2 地震による津波の評価（概要）
申請時からの変更概要
（海洋プレート内地震および海域の活断層による地殻内地震の津波評価結果）

■海洋プレート内地震および海域の活断層による地殻内地震の津波評価結果の変更概要は以下のとおり。

【水位上昇側】
津波発生要因 最大上昇水位(T.P. m)

敷地前面 1・2号取水槽3号取水槽4号取水槽5号取水槽
御前崎沖の想定沈み込む
海洋プレート内地震
（固定位置）

4.4 2.5 3.2 3.3 3.5

津波発生要因 最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)
3号取水塔 4号取水塔

御前崎沖の想定沈み込む
海洋プレート内地震

(固定位置)
-3.9(なし) -3.9(なし)

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮
・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮 （なし：水位低下時間が発生していないことを示す。）

津波発生要因 最大上昇水位(T.P. m)
敷地前面 1・2号取水槽 3号取水槽 4号取水槽 5号取水槽

御前崎沖の想定沈み込む
海洋プレート内地震
（複数位置）

6.1 2.9 3.8 3.8 4.2

波源モデル 最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)
3号取水塔 4号取水塔

御前崎沖の想定沈み込む
海洋プレート内地震

(複数位置)
-7.0(0.9min) -7.0(0.9min)

申請時の津波評価結果 今回の津波評価結果
海洋プレート内地震 海洋プレート内地震

海域の活断層による地殻内地震

津波発生要因 最大上昇水位(T.P. m)
敷地前面 1・2号取水槽3号取水槽4号取水槽5号取水槽

御前崎海脚西部の断層帯の地震 4.2 2.0 2.4 2.5 2.3

遠州断層系の地震 2.4 1.1 1.2 1.2 1.2

津波発生要因 最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)
3号取水塔 4号取水塔

御前崎海脚西部の断層帯の地震 -4.1(なし) -4.1(なし)

遠州断層系の地震 -1.6(なし) -1.5(なし)

津波発生要因 最大上昇水位(T.P. m)
敷地前面 1・2号取水槽3号取水槽4号取水槽5号取水槽

御前崎海脚西部の断層帯の地震
（断層長さを延長、パラメータスタディ実施） 5.0 2.2 3.0 3.1 2.9

遠州断層系の地震
（パラメータスタディ実施） 2.8 1.6 2.1 2.1 2.0
A-5・A-18断層の地震
（パラメータスタディ実施） 4.6 1.8 2.1 2.2 2.3

津波発生要因 最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)
3号取水塔 4号取水塔

御前崎海脚西部の断層帯の地震
（断層長さを延長、パラメータスタディ実施） -6.1(0.6min) -6.0(0.5min)

遠州断層系の地震
（パラメータスタディ実施） -2.0(なし) -2.0(なし)
A-5・A-18断層の地震
（パラメータスタディ実施） -1.9(なし) -2.0(なし)

海域の活断層による地殻内地震

【水位上昇側】

【水位上昇側】 【水位上昇側】

【水位下降側】 【水位下降側】

【水位下降側】 【水位下降側】

（津波発生要因ごとに各評価地点における最大値を記載）
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2 地震による津波の評価（概要）

プレート間地震の津波評価結果

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

22.7*1 4.6 7.3 8.1 10.1

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

19.8 6.4*2

(3.1) 9.0 9.6 11.8

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)
3号取水塔 4号取水塔

海底面
(13.6min)

海底面
(13.5min)

水位上昇側 水位下降側

*1 防波壁の高さを無限大として解析を実施。今後、基準津波の確定後、必要な対策を実施していく。
*2 １・２号取水槽周りに高さ無限大の壁を設定して解析を実施。なお、括弧内の数値は、取水路の設備対策（1号取水路出口流路の縮小(流路面積1.0m2)・2号取水路出口流路の閉塞）を実施した場合における解析結果。

第1109回資料1-1
p.84再掲

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0
25.0
20.0
15.0
10.0
5.0
0.0

(T.P.m)

基準断層モデル1-1
検討波源モデルＡ 大すべり域の数：東海地域1箇所

大すべり域の位置：東へ40km移動
ライズタイム60s

破壊伝播速度2.5km/s、破壊開始点P4

・網掛け部の上端は当該地点の標高

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0
25.0
20.0
15.0
10.0
5.0
0.0

(T.P.m)

基準断層モデル3-2
検討波源モデルD 大すべり域の数：東海地域1箇所

大すべり域の位置：東へ60km移動
ライズタイム60s

破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P6

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮
・網掛け部の上端は当該地点の標高
・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

波源モデル

浜岡原子力発電所

3号取水塔 4号取水塔

水位の時刻歴波形

最大下降水位分布

0 1km

(T.P.m)
-0.0
-2.0
-4.0
-6.0
-8.0
-10.0
-12.0

最大水位低下時間：13.5min最大水位低下時間：13.6min

・網掛け部の上端は当該地点の標高
・点線は取水塔呑口 下端レベル

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

検討波源モデルA 大すべり域の数：東海地域2箇所
大すべり域の位置：敷地に近い大すべり域を東へ30km移動・

大すべり域間の距離120km、
ライズタイム90s、破壊伝播速度1.0km/s、破壊開始点P1

・朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・海底面：最大下降水位時に海底面(約T.P.-10m)がほぼ露出している（水深1m未満である）ことを示す。

基準断層モデル2-3

波源モデル

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

30.0
25.0
20.0
15.0
10.0
5.0
0.0

(T.P.m)

0 1km
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2 地震による津波の評価（概要）

海洋プレート内地震の津波評価結果
（水位上昇側）

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

6.1 2.3 3.5 3.5 3.7

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

6.0 2.9 3.7 3.7 4.2

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

断層位置：位置②・内陸側に20km・北西傾斜

・網掛け部の上端は当該地点の標高

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0
25.0
20.0
15.0
10.0
5.0
0.0

(T.P.m)

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮
・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

4.9 2.6 3.8 3.8 4.0

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0
25.0
20.0
15.0
10.0
5.0
0.0

(T.P.m)

・網掛け部の上端は当該地点の標高
・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

断層位置：位置②・内陸側に10km・南東傾斜 断層位置：位置②・内陸側に20km・南東傾斜

30.0
25.0
20.0
15.0
10.0
5.0
0.0

(T.P.m)

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所
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2 地震による津波の評価（概要）

海洋プレート内地震の津波評価結果
（水位下降側）

御前崎沖の想定沈み込む海洋プレート内地震

断層位置：位置②・内陸側に20km・北西傾斜

水位の時刻歴波形

最大水位低下時間：0.9min 最大水位低下時間：0.9min

水
位

(T
.P

.
m

) 4号取水塔

水
位

(T
.P

.
m

)3号取水塔

-0.0
-2.0
-4.0
-6.0
-8.0
-10.0
-12.0

(T.P.m)

0 1km 最大下降水位分布

・点線は取水塔呑口
下端レベル

波源モデル

浜岡原子力発電所

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)
3号取水塔 4号取水塔

-7.0(0.9min) -7.0(0.9min) ・朔望平均干潮位T.P.-0.93mを考慮
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2 地震による津波の評価（概要）
海域の活断層による地殻内地震の津波評価結果
(水位上昇側1/2)

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

4.3 2.2 3.0 3.1 2.9

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0
25.0
20.0
15.0
10.0
5.0
0.0

(T.P.m)

御前崎海脚西部の断層帯の地震
傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)

すべり角90°
断層上端深さ：2.5km

・網掛け部の上端は当該地点の標高
・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

4.6 1.8 2.1 2.2 2.3 

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0
25.0
20.0
15.0
10.0
5.0
0.0

(T.P.m)

・網掛け部の上端は当該地点の標高
・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

A-5・A-18断層の地震
傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)

すべり角：80°
断層上端深さ：2km

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

5.0 2.2 2.9 3.0 2.7 

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0
25.0
20.0
15.0
10.0
5.0
0.0

(T.P.m)

・網掛け部の上端は当該地点の標高
・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)
すべり角：100°

断層上端深さ：0km

波源モデル

浜岡原子力発電所
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2 地震による津波の評価（概要）
海域の活断層による地殻内地震の津波評価結果
(水位上昇側2/2)

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

2.8 1.2 1.5 1.5 1.6 

最大上昇水位(T.P. m)
敷地
前面

1・2号
取水槽

3号
取水槽

4号
取水槽

5号
取水槽

2.1 1.6 2.1 2.1 2.0 

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0
25.0
20.0
15.0
10.0
5.0
0.0

(T.P.m)

遠州断層系の地震
傾斜角：80°
すべり角：170°

断層上端深さ：0km

・網掛け部の上端は当該地点の標高

敷地前面 参考:汀線付近（4号放水口）

水位の時刻歴波形

最大上昇水位分布

水
位

(T
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.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

30.0
25.0
20.0
15.0
10.0
5.0
0.0

(T.P.m)

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮
・網掛け部の上端は当該地点の標高

・朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

傾斜角：100°
すべり角：170°

断層上端深さ：5km

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所
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2 地震による津波の評価（概要）
海域の活断層による地殻内地震の津波評価結果
(水位下降側)

御前崎海脚西部の断層帯の地震 A-5・A-18断層の地震 遠州断層系の地震

3号取水塔 4号取水塔

水位の時刻歴波形

最大下降水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)
すべり角90°

断層上端深さ：0km

最大水位低下時間：0.6min 最大水位低下時間：0.5min

・朔望平均干潮位T.P.-0.93mを考慮
・なし：水位低下時間が発生していないことを示す。

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)
3号取水塔 4号取水塔

-6.1(0.6min) -6.0(0.5min)

・網掛け部の上端は当該地点の標高
・点線は取水塔呑口下端レベル

3号取水塔 4号取水塔

水位の時刻歴波形

最大下降水位分布

水
位

(T
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.m
)

水
位

(T
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.m
)

0 1km

傾斜角：70°(深さ6km以浅)・45°(深さ6km以深)
すべり角80°

断層上端深さ：2km

最大水位低下時間：なし 最大水位低下時間：なし

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)
3号取水塔 4号取水塔
-1.9(なし) -2.0(なし)

3号取水塔 4号取水塔

水位の時刻歴波形

最大下降水位分布

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

0 1km

傾斜角：100°
すべり角：170°

断層上端深さ：2.5km

最大水位低下時間：なし 最大水位低下時間：なし

最大下降水位(T.P. m)(水位低下時間)
3号取水塔 4号取水塔
-2.0(なし) -2.0(なし)

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所

波源モデル

浜岡原子力発電所
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